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家
の
軒
先
に
も
２
羽
が
や
っ
て
き

て
、
あ
ち
こ
ち
調
べ
回
っ
て
い

る
。
巣
作
り
を
考
え
て
い
る
の

か
、
夫
婦
で
不
動
産
の
物
件
探
し

を
し
て
い
る
よ
う
で
、
ほ
ほ
え
ま

し
い
。
や
が
て
子
育
て
が
始
ま
れ

ば
、
餌
を
ね
だ
る
雛
の
た
め
に
、

親
鳥
は
休
む
暇
な
く
飛
び
回
る
。

愛
ら
し
く
も
、
そ
の
苦
労
に
同
情

す
る
▼
白
楽
天
の
〝
燕
の
詩
〞
を

読
ん
で
み
る
。
梁
上
双
燕
有
り
、

翩へ
ん

翩ぺ
ん

た
り
雄
と
雌
、
と
続
く
五
言

古
詩
で
あ
る
。
２
羽
の
燕
は
巣
を

作
り
、
雛
を
生
み
、
一
生
懸
命
育

て
る
。
だ
が
雛
た
ち
は
、
成
長
す

る
と
、
親
鳥
を
ふ
り
か
え
り
も
せ

ず
、
四
方
に
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま

っ
た
。
親
鳥
は
悲
し
み
、
子
鳥
の

い
な
く
な
っ
た
巣
で
泣
く
。
だ
が

自
分
た
ち
の
こ
と
を
ふ
り
返
っ
て

考
え
て
ご
ら
ん
。
だ
ま
っ
て
飛
び

去
っ
て
、
親
を
悲
し
ま
せ
た
時
の

こ
と
を
…
▼
千
年
以
上
も
前
の
詩

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心
に
し
み

る
。
わ
が
身
を
振
り
返
っ
て
み
て

も
、
苦
笑
す
る
こ
と
し
き
り
で
あ

る
。
い
つ
の
時
代
も
、
若
い
頃
は

未
知
の
世
界
に
あ
こ
が
れ
、
故
郷

を
振
り
返
る
こ
と
な
ど
し
な
い
も

の
だ
。
い
や
、
過
疎
化
の
進
む
地

方
で
は
、
親
や
故
郷
を
捨
て
ざ
る

を
得
な
い
若
者
も
多
か
ろ
う
。
ま

し
て
や
被
災
地
や
戦
火
の
地
で

は
、
と
思
う
▼
先
の
詩
は
、
子
ど

も
に
去
ら
れ
て
悲
し
ん
で
い
る
劉

さ
ん
と
い
う
老
人
に
さ
さ
げ
た
作

品
と
い
う
。
悲
し
ま
な
い
で
ほ
し

い
。
子
ど
も
た
ち
も
、
や
が
て
は

家
庭
を
持
ち
、
親
の
苦
労
や
あ
り

が
た
さ
が
分
か
る
日
が
や
っ
て
く

る
と
結
ぶ
。
そ
う
言
え
ば
、
先
日

は
母
の
日
、
そ
し
て
、
間
も
な
く

父
の
日
。
泉
下
の
両
親
に
は
、
若

き
日
の
無
礼
を
謝
り
た
い
。（
星
）

　

街
に
燕
を
見
か
け

る
季
節
に
な
っ
て
き

た
。
か
ろ
や
か
に
宙

を
舞
う
姿
は
、
初
夏

の
風
物
詩
だ
。
わ
が
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日
弁
連
も
賛
同
し
集
会

　

診
療
報
酬
改
定
の
不
合
理
は
改
善
を
、
保
険
証
廃
止
は
中
止
を

―
―
。
保
団
連
・
協
会
は
５
月
23
日
と
６
月
６
日
、
国
会
要
請
行
動

・
厚
生
労
働
省
交
渉
を
実
施
。
協
会
か
ら
武
村
義
人
・
森
岡
芳
雄
・

白
岩
一
心
各
副
理
事
長
、
川
西
敏
雄
参
与
が
参
加
し
、
自
民
・
立
憲

・
維
新
・
共
産
・
れ
い
わ
・
社
民
各
党
の
国
会
議
員
と
面
談
し
た
。

　

要
請
で
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
率
が
５
％
程
度
に
低
迷
し
て

い
る
の
は
、
国
民
に
と
っ
て
メ
リ

ッ
ト
が
な
い
か
ら
で
あ
り
、
当

分
、
健
康
保
険
証
の
発
行
を
継
続

す
る
こ
と
こ
そ
必
要
だ
と
訴
え

た
。

　

ま
た
、
医
療
関
係
者
の
賃
金
引

き
上
げ
の
た
め
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
が
新
設
さ
れ
た
が
、
対
象

が
一
部
の
職
種
に
限
ら
れ
、
そ
れ

以
外
の
職
種
の
賃
上
げ
を
行
う
た

め
に
各
医
療
機
関
は
持
ち
出
し
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
基
本
診

療
料
の
引
き
上
げ
こ
そ
求
め
ら
れ

て
い
る
と
要
請
し
た
。

　

５
月
の
要
請
で
は
、
井
坂
信
彦

（
立
憲
）・
桜
井
周
（
立
憲
）・
宮

本
岳
志
（
共
産
）
各
衆
議
院
議

員
、
福
島
み
ず
ほ
参
議
院
議
員

（
社
民
）、
６
月
は
末
松
信
介
参

議
院
議
員
（
自
民
）、
井
坂
信
彦

（
立
憲
）・
一
谷
勇
一
郎
（
維

新
）・
宮
本
岳
志
（
共
産
）・
大
石

晃
子
（
れ
い
わ
）
各
衆
議
院
議
員

と
面
談
。

　

末
松
議
員
は
保
険
証
廃
止
に
つ

い
て
、「
様
々
な
意
見
が
あ
る
の

は
承
知
し
て
い
る
。
ご
意
見
は
承

る
」
と
応
じ
た
。

　

井
坂
議
員
は
、
政
府
の
強
引
な

デ
ジ
タ
ル
化
を
批
判
し
た
上
で
、

立
憲
民
主
党
で
自
身
が
中
心
と
な

り
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
あ
る
べ
き
姿

を
政
策
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
こ

　

厚
労
省
交
渉
に
は
、
協
会
か
ら

武
村
、
森
岡
両
副
理
事
長
が
参

加
。
厚
労
省
か
ら
は
保
険
局
医
療

課
の
木
下
翔
司
・
藤
村
勇
両
課
長

補
佐
、
同
医
療
介
護
連
携
政
策
課

保
険
デ
ー
タ
企
画
室
の
小
菅
望
基

人
主
査
、
同
国
民
健
康
保
険
課
企

画
法
令
係
の
阿
部
明
仁
氏
が
参
加

し
た
。

と
を
紹
介
。
10
月
か
ら
始
ま
る
後

発
医
薬
品
と
先
発
医
薬
品
の
差
額

の
患
者
負
担
徴
収
に
つ
い
て
、

「
医
療
費
削
減
を
目
的
に
さ
ら
な

る
負
担
を
強
い
る
の
は
や
り
す
ぎ

だ
」
と
述
べ
た
。

　

桜
井
議
員
は
、「
現
行
の
保
険

証
を
守
る
こ
と
が
健
康
を
守
る
こ

と
だ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

一
谷
議
員
と
の
面
談
で
は
、
今

年
３
月
に
日
本
維
新
の
会
が
発
表

し
た
「
医
療
制
度
の
抜
本
改
革

（
医
療
維
新
）
に
向
け
て
の
政
策

提
言
書
」
に
話
題
が
及
ん
だ
。
川

西
参
与
は
「
市
場
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
導
入
し
て
効
率
化
す
る
と
い

う
が
、
今
の
国
民
皆
保
険
制
度

は
、
市
場
で
は
な
く
、
高
い
公
益

性
に
よ
っ
て
世
界
で
も
有
数
の
効

率
を
実
現
し
て
い
る
」
と
政
策
提

言
書
を
批
判
し
、
改
善
を
求
め

た
。

　

宮
本
議
員
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
保
険
証
の
紐
づ
け
解
消

の
た
め
に
新
た
に
２
４
９
億
円
の

国
費
が
投
じ
ら
れ
た
こ
と
を
告

発
。
政
権
交
代
で
保
険
証
の
存
続

を
と
呼
び
か
け
た
。

　

大
石
議
員
は
、「
い
つ
も
医
療

現
場
か
ら
の
声
を
届
け
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
」
と

述
べ
、「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題

で
自
公
・
維
新
が
合
意
し
た
政
治

資
金
規
正
法
改
定
案
は
「
裏
金
維

持
法
だ
」
と
批
判
し
た
。

　

福
島
議
員
は
、「
国
民
の
多
く

が
保
険
証
の
廃
止
に
反
対
し
て
い

る
の
に
強
行
す
る
の
は
『
人
に
優

し
い
デ
ジ
タ
ル
化
』
で
は
な
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

両
日
と
も
、
保
険
証
存
続
を
求

め
る
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。
５
月

23
日
は
議
員
会
館
前
で
１
０
０
人

が
「
保
険
証
を
残
そ
う
」
と
書
か

れ
た
横
断
幕
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
か

か
げ
通
行
人
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
国

会
議
事
堂
に
向
け
て
「
受
療
権
を

守
れ
」
な
ど
と
訴
え
た
。

　

６
月
６
日
の
国
会
内
集
会
で
は

現
地
と
Ｗ
ｅ
ｂ
を
合
わ
せ
て
、
３

０
０
人
が
参
加
。
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
武
村
副
理
事
長
は
、「
国
民

を
分
断
す
る
強
引
な
保
険
証
廃
止

を
何
と
し
て
も
食
い
止
め
よ
う
」

と
訴
え
た
。

　

集
会
に
は
、
日
本
弁
護
士
連
合

会
の
野
呂
圭
副
会
長
と
埼
玉
県
弁

護
士
会
の
大
塚
信
雄
会
長
も
参

加
。
賛
同
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ

た
。

強引なマイナ保険証誘導ストップ強引なマイナ保険証誘導ストップ
国会・厚労省への要請行動国会・厚労省への要請行動

不合理な改定内容の是正求める不合理な改定内容の是正求める
国
会
議
事
堂
に
向
け
、
保
険
証
廃
止
の
中
止
を
訴

え
る
白
岩
副
理
事
長
（
左
２
人
目
）（
５
月
26
日
）

面
会
に
応
じ
た
末
松
（
①
中
央
）・
井
坂
（
②
右
）・　

桜
井
（
③
左
）・
宮
本
（
④
右
２
人
目
）
各
国
会
議
員

福島みずほ参議院議員（⑤
右）・大石あきこ衆議院議員
（⑥左２人目）に要請　　　

　

協
会
は
、
河
野
太
郎
デ
ジ
タ
ル

大
臣
が
自
民
党
の
国
会
議
員
に
文

書
を
配
布
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
で
の
受
付
を
し
て
い
な
い
医

療
機
関
を
通
報
す
る
よ
う
促
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
通
報
に
も
と
づ

い
て
厚
労
省
か
ら
医
療
機
関
に
問

い
合
わ
せ
を
行
わ
な
い
よ
う
に
求

め
た
。

　

厚
労
省
側
は
「
事
実
関
係
の

確
認
を
行
う
こ
と
は
あ
り
う

る
」
と
回
答
。
協
会
側
は
そ
う

し
た
不
当
な
「
脅
し
」
を
今
す

ぐ
止
め
る
よ
う
に
強
く
要
請
。

現
時
点
で
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
な

い
医
療
機
関
に
対
し
療
養
担
当

規
則
違
反
に
よ
る
処
分
な
ど
は

行
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

ま
た
、
協
会
は
、
数
年
以
内
に

閉
院
予
定
の
医
療
機
関
な
ど
も
義

務
化
対
象
外
施
設
（
紙
レ
セ
プ

ト
）
と
同
様
に
「
資
格
確
認
限
定

型
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
を
認
め

る
よ
う
に
要
請
。
厚
生
労
働
省

は
、
義
務
化
対
象
外
施
設
以
外
は

通
常
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
前
提

だ
と
し
な
が
ら
も
、「『
限
定
型
』

の
制
度
設
計
は
現
時
点
で
完
全
に

決
ま
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
」

「
ご
意
見
は
、
今
後
の
省
内
の
議

論
に
活
か
し
た
い
」
と
回
答
し

た
。

　

そ
の
他
、
一
部
自
治
体
で
、
予

算
不
足
を
理
由
に
、
政
府
が
認
め

て
い
る
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
11
月

末
ま
で
１
年
間
の
有
効
期
限
で
は

な
く
、
有
効
期
限
の
短
い
国
保
保

険
証
を
発
行
す
る
と
し
て
い
る
問

題
に
つ
い
て
、
厚
労
省
は
、
シ
ス

テ
ム
改
修
等
に
必
要
な
予
算
等
に

つ
い
て
は
国
が
財
政
措
置
を
用
意

し
て
い
る
と
回
答
し
た
。

　

診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
は
、

協
会
か
ら
「
再
診
料
や
入
院
料
な

ど
の
基
本
診
療
料
の
大
幅
引
き
上

げ
」「
生
活
習
慣
病
管
理
料
の
是

正
」「
使
途
限
定
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
の
是
正
」「
診
療
報
酬

に
よ
る
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
を
や
め
る

こ
と
」「
外
来
で
の
感
染
対
策
に

関
す
る
点
数
の
改
善
」
等
に
つ
い

て
要
請
。
厚
生
労
働
省
は
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
申
請
が
煩
雑

だ
と
い
う
意
見
は
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
認
識
し
て
い
る
と
し
た
上

で
、
ぜ
ひ
届
出
を
し
て
ほ
し
い
と

述
べ
た
。

　

交
渉
は
、
田
村
智
子
参
議
院
議

員
（
共
産
）
の
事
務
所
の
仲
介
で

実
現
し
た
。

厚労省（手前）に診療報酬不合理
是正などを要請　　　　　　　　

厚
労
省
交
渉

「
河
野
大
臣
の
脅
し
、厚
労
省
は
冷
静
な
対
応
を
」
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大
樹
生
命
は
４
月
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投

資
方
針
の
一
環
と
し
て
、
核
兵
器

の
製
造
を
行
っ
て
い
る
企
業
に
は

投
融
資
を
行
わ
な
い
こ
と
を
発
表

し
た
。

　

同
社
は
全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
（
保
団
連
）
の
保
険
医
年
金
の

事
務
幹
事
並
び
に
各
保
険
医
協
会

・
グ
ル
ー
プ
保
険
の
共
同
受
託
会

社
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
団
連
お

よ
び
近
畿
各
府
県
の
協
会
で
つ
く

る
近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
の
関
係

役
員
・
事
務
局
が
２
月
28
日
、
大

の
投
融
資
禁
止
」
を
明
確
に
表
明

す
る
の
は
、
生
命
保
険
会
社
と
し

て
は
日
本
生
命
に
続
い
て
２
社

目
。
保
団
連
・
近
畿
反
核
医
師
懇

談
会
で
は
先
に
同
様
の
方
針
を
発

表
し
た
日
本
生
命
と
も
昨
年
11
月

に
懇
談
を
行
っ
て
い
た
。

　

２
月
28
日
に
行
っ
た
懇
談
に

は
、
大
樹
生
命
か
ら
中
村
寛
・
運

用
統
括
部
長
、
勅
使
河
原
雅
・
Ｅ

Ｓ
Ｇ
推
進
担
当
室
長
、
山
本
敬
太

・
公
共
・
広
域
法
人
営
業
部
長
、

保
団
連
・
近
畿
反
核
医
師
懇
談
会

か
ら
松
井
和
夫
・
和
歌
山
協
会
理

事
、
中
村
新
太
郎
・
大
阪
歯
科
協

会
理
事
、
小
林
登
喜
生
・
保
団
連

事
務
局
次
長
、
藤
田
誠
治
・
兵
庫

協
会
事
務
局
長
、
山
本
正
剛
・
大

阪
歯
科
協
会
事
務
局
員
が
参
加
し

た
。

　

保
団
連
・
近
畿
反
核
医
師
懇
談

会
か
ら
は
、
団
体
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
、
核
兵
器
製
造
企
業
へ

の
投
融
資
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求

め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン“

Don't 
Bank On the Bomb”

（
核
兵
器

に
お
金
を
貸
す
な
、
以
下
Ｄ
Ｂ
Ｏ

Ｂ
）
の
趣
旨
を
大
樹
生
命
に
説

明
。

　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
）
と
イ
タ
リ
ア
の
投

資
フ
ァ
ン
ド
・
エ
テ
ィ
カ
フ
ァ
ン

ド
が
呼
び
か
け
て
い
る
声
明
「
核

兵
器
禁
止
条
約
に
関
す
る
投
資
家

に
よ
る
公
開
声
明
」
へ
の
賛
同
も

要
請
し
た
。
こ
の
声
明
は
、
全
て

の
国
が
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加

す
る
こ
と
を
奨
励
し
、
投
資
家
に

核
兵
器
製
造
企
業
に
投
融
資
し
な

い
こ
と
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　

そ
の
上
で
保
団
連
・
近
畿
反
核

医
師
懇
談
会
は
、
保
険
医
年
金
を

通
じ
て
、
全
国
の
会
員
の
多
大
な

資
金
を
大
樹
生
命
に
預
け
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
核
兵
器
製
造
企
業

に
投
融
資
し
な
い
方
針
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
、
保
険
医
の
中
で
の

大
樹
生
命
の
評
価
を
高
め
る
こ
と

も
強
調
し
た
。

　

大
樹
生
命
の
中
村
運
用
統
轄
部

長
は
「
日
本
生
命
と
も
連
携
し
て

投
資
方
針
の
見
直
し
に
着
手
し
て

い
る
。
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
よ
う

に
、
核
兵
器
を
非
人
道
的
兵
器
に

位
置
づ
け
て
、
投
融
資
禁
止
の
検

討
を
社
内
で
す
す
め
て
い
る
。
生

保
業
界
の
投
融
資
ポ
リ
シ
ー
か
ら

も
、
同
様
の
趣
旨
が
読
み
取
れ
る

の
で
、
当
社
と
し
て
独
自
に
そ
う

し
た
方
針
を
持
て
る
よ
う
検
討
中

で
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
お

り
、
４
月
の
投
融
資
禁
止
方
針
発

表
に
つ
な
が
っ
た
。

樹
生
命
本
社
で
懇
談
。
核

兵
器
製
造
企
業
へ
の
投
融

資
を
行
わ
な
い
よ
う
申
し

入
れ
て
い
た
。

　

今
回
の
発
表
は
、
同
社

が
こ
の
間
検
討
し
て
い
た

も
の
で
、「
生
命
保
険
事

業
の
使
命
や
公
共
性
に
鑑

み
、
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
や
生

物
兵
器
、
対
人
地
雷
、
化

学
兵
器
、
核
兵
器
の
製
造

を
行
っ
て
い
る
企
業
に
対

す
る
投
融
資
を
禁
止
」
す

る
と
い
う
内
容
。

　

「
核
兵
器
製
造
企
業
へ

大樹生命が核兵器製造企業への
 投融資禁止を表明

保団連・近畿反核医師懇談会が要請

　

兵
庫
協
会
と
神
奈
川
協
会
、
千
葉
協
会
で
つ
く
る
「
対
論
・
ゼ

ロ
の
会
２
０
２
４
」
実
行
委
員
会
が
４
月
14
日
、
横
浜
市
内
で
開

催
し
た
「『
み
ん
な
で
語
ろ
う
窓
口
負
担
ゼ
ロ
』
医
療
へ
の
ア
ク

セ
ス
保
障
を
考
え
る
〜
法
律
家
か
ら
見
た
窓
口
負
担
と
は
〜
」。

参
加
し
た
川
西
敏
雄
参
与
の
参
加
記
を
紹
介
す
る
。

　

去
る
４
月
14
日
、
神
奈
川
保
険

医
協
会
で
開
催
さ
れ
た
企
画
に
、

西
山
裕
康
理
事
長
・
武
村
義
人
副

理
事
長
と
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
ス

タ
ジ
オ
形
式
を
と
り
、
総
合
司
会

進
行
役
を
兵
庫
協
会
提
供
ラ
ジ
オ

関
西
番
組
「
聴
く
医
療
」
で
活
躍

の
寺
谷
一
紀
氏
が
務
め
た
。

　

基
調
講
演
と
し
て
日
本
弁
護
士

連
合
会
貧
困
問
題
対
策
本
部
事
務

局
次
長
の
森
弘
典
弁
護
士
が
「
人

権
と
し
て
の
『
医
療
へ
の
ア
ク
セ

ス
』
保
障
の
観
点
か
ら
見
た
『
一

部
負
担
金
』」
を
テ
ー
マ
に
、
憲

法
か
ら
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
保

障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を

阻
害
す
る
一
部
負
担
金
は
問
題
で

あ
る
と
の
見
解
を
披
露
さ
れ
た
。

　

歯
科
か
ら
の
観
点
で
、
千
葉
協

会
の
宇
佐
美
宏
副
会
長
が
、
医
科

か
ら
の
観
点
で
西
山
理
事
長
が
報

告
し
た
。

　

西
山
理
事
長
の
報
告
の
概
略
は

以
下
の
通
り
。

・
窓
口
負
担
は
「
受
益
者
」
負
担

で
な
く
「
受
難
者
」
負
担
で
あ
る

・
窓
口
負
担
に
学
術
的
・
経
済
的

裏
打
ち
は
な
い

・
政
府
の
主
張
す
る
モ
ラ
ル
ハ
ザ

ー
ド
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
タ
で
あ
り
、

医
療
費
抑
制
が
狙
い

・
１
〜
３
割
、
年
齢
別
な
ど
縦
横

に
分
断
さ
れ
た
世
界
で
も
お
か
し

な
窓
口
負
担
制
度

・
応
能
負
担
は
窓
口
負
担
で
な
く

税
金
で
行
う
べ
き
政
策

・
窓
口
負
担
の
た
め
受
診
抑
制
が

起
こ
り
、
特
に
低
所
得
者
が
割
を

食
い
健
康
を
害
し
て
い
る

　

ゼ
ロ
の
会
は
約
20
年
前
に
発

足
、
神
奈
川
協
会
が
中
心
と
な

り
、
幅
広
い
団
体
・
個
人
に
賛
同

を
呼
び
か
け
、
全
国
38
の
保
険
医

協
会
・
医
会
な
ど
多
く
の
団
体
組

織
が
賛
同
し
て
い
る
。
個
人
で
の

賛
同
は
大
谷
昭
宏
、
山
田
洋
次
、

荻
原
博
子
、
加
賀
ま
り
こ
、
山
田

邦
子
、
加
藤
登
紀
子
、
千
葉
茂

樹
、
湯
浅
誠
（
す
べ
て
敬
称
略
）

な
ど
の
著
名
人
が
並
ぶ
。

　

兵
庫
協
会
は
こ
こ
数
年
、
神
奈

川
協
会
・
千
葉
協
会
と
と
も
に
年

１
回
、
企
画
を
行
っ
て
い
る
。

　

個
人
的
感
想
だ
が
、
充
実
し
た

企
画
内
容
の
た
め
時
間
が
限
ら

れ
、
議
論
時
間
は
も
う
少
し
あ
る

と
よ
い
と
感
じ
た
。

　

も
し
も
将
来
窓
口
負
担
が
ゼ
ロ

に
な
っ
た
ら
、
患
者
に
と
っ
て
は

金
銭
の
心
配
な
く
治
療
を
受
け
ら

れ
、
医
療
機
関
に
と
っ
て
も
事
務

負
担
の
軽
減
と
な
る
。
悪
法
の
も

と
、
一
部
負
担
金
を
医
療
機
関
が

徴
収
し
て
い
る
制
度
自
体
、
再
考

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　

な
お
、
個
人
賛
同
者
の
故
宇
沢

弘
文
は
新
自
由
主
義
の
下
、
苦
し

む
人
た
ち
を
救
う
経
済
制
度
の
構

築
を
考
え
た
と
い
う
。

懇談する大樹生命（右）と保団連・近畿反核
医師懇談会のメンバー（左）　　　　　　　

　

協
会
尼
崎
支
部
も
参
加
す
る

「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
か
ら
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
尼
崎
の
会
」（
会

長
：
潮
江
診
療
所
所
長
・
船
越
正

信
先
生
）
は
４
月
20
日
、
尼
崎
市

内
で
第
17
回
総
会
を
開
き
、
35
人

が
参
加
し
た
。
会
長
に
船
越
先

生
、
代
表
委
員
に
綿
谷
茂
樹
協
会

尼
崎
支
部
長
が
再
任
さ
れ
、
森
岡

芳
雄
協
会
環
境
・
公
害
対
策
部
長

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

会
務
報
告
で
は
、
今
年
３
月
に

尼
崎
市
が
開
い
た
ア
ス
ベ
ス
ト
セ

ミ
ナ
ー
で
発
表
さ
れ
た
中
皮
腫
リ

ス
ク
評
価
研
究
デ
ー
タ
が
紹
介
さ

れ
た
。
尼
崎
市
民
の
中
皮
腫
死
亡

比
は
全
国
よ
り
も
高
い
（
男
性
４

・
６
倍
、
女
性
10
・
４
倍
。
労
災

認
定
者
を
除
く
）
こ
と
や
、
特
に

ア
ス
ベ
ス
ト
粉
塵
を
大
量
に
排
出

し
た
ク
ボ
タ
旧
神
崎
工
場
に
近
か

っ
た
小
田
地
区
に
お
け
る
中
皮
腫

死
亡
比
が
高
い
（
男
性
21
・
１

倍
、
女
性
68
・
６
倍
）
こ
と
な
ど

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
甚
大
な
被
害
の
原
因

は
、（
株
）
ク
ボ
タ
が
健
康
被
害

を
把
握
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ト
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
を
市
民

に
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
尼
崎

市
に
対
し
て
工
場
周
辺
の
学
校
卒

業
者
な
ど
へ
の
個
別
案
内
を
徹
底

す
る
な
ど
の
対
策
を
要
請
し
て
き

た
。

　

今
回
の
調
査
結
果
を
受
け
て
、

同
会
で
は
市
民
へ
の
情
報
発
信
と

相
談
活
動
を
強
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
ク
ボ
タ
と
国
に
対

し
て
、
加
害
責
任
を
認
め
て
被
害

者
全
員
に
謝
罪
と
補
償
を
す
る
こ

と
、
と
り
わ
け
、
高
い
リ
ス
ク
地

域
に
居
住
し
て
い
た
市
民
に
対
し

て
は
県
外
に
転
居
し
た
市
民
も
含

め
て
個
別
に
周
知
し
て
継
続
し
た

健
康
診
断
体
制
を
確
立
す
る
こ
と

な
ど
を
求
め
て
い
く
。

※
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害

を
心
配
さ
れ
る
患
者
が
お
ら
れ
た

ら
下
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

ア
ス
ベ
ス
ト
の
被
害
か
ら
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
会
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
06

―
６
４
８
９
―
２
６
０
０

ず
１
９
５
４
年
か
ら

95
年
ま
で
の
41
年
間

に
わ
た
っ
て
大
量
の

ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用

し
続
け
た
こ
と
と
、

そ
う
し
た
企
業
を
後

押
し
し
た
国
の
産
業

政
策
に
あ
る
。

　

多
く
の
市
民
が
ア

ス
ベ
ス
ト
関
連
疾
患

の
リ
ス
ク
を
負
っ
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
同
会
で
は

定
期
的
に
ア
ス
ベ
ス

「
対
論
・
ゼ
ロ
の
会
２
０
２
４
」

「
受
難
者
負
担
」の

窓
口
負
担
は
ゼ
ロ
に

参
与　
　

川
西　

敏
雄

参 加 記

 情報発信と相談活動を強めよう

甚大なアスベスト被害
疫学調査で改めて明らかに

市民へのアスベスト検診受診呼びかけと
ともに、クボタと国に謝罪・補償を引き
続き求めようと確認　　　　　　　　　

※当日の様子は
右記かhttps://
www . i i i r y o u .

アーカイブ配信は
こちら▶　　　　

com/zero/2024zero/から視聴できま
す。

　アメリカが５月14日、未臨界核実験を実施したことに対し、協会は５月25日
の第1190回理事会で抗議声明を承認し、在日米国大使館に送付した。

アメリカ合衆国大統領
ジョー・バイデン様

2024年５月25日
 兵庫県保険医協会
 第1190回理事会

貴国の核実験の強行に抗議する
　貴国は今年５月14日に未臨界核実験を実施した。核兵器の保持と新たな開発
につながる核実験を強行したことに強い抗議の意志を表明する。
　昨年５月に広島で実施したG7サミットでは「核軍縮広島ビジョン」を発表
した。このビジョンは核抑止論を容認する重大な弱点を抱えるものの、核保有
国を含む各国から核兵器のない世界の実現に向けたメッセージであった。
　しかし、今回貴国が未臨界核実験を実施したことは、この「広島ビジョン」
に逆行するものであり、広島・長崎をはじめとした被爆者への重大な裏切りで
ある。
　われわれは、世界中の医師たちとともに、核兵器を「人類を滅亡させる兵
器」と位置づけ、その全廃を求めてきた。79年前に貴国が広島・長崎に投下し
た原子爆弾が、未曾有の惨禍をもたらし、今なお被爆者に、救いがたい健康被
害と苦痛をもたらしている現状を直視すべきである。
　また、2021年1月に発効した核兵器禁止条約は、核兵器の開発、実験、保
有、使用、威嚇を含めあらゆる活動を禁止しており、90を超える国々が署名・
締約・参加し、核保有国に核廃絶を要求し続けており、この声に背を向けるこ
とは許されない。
　私たちは、爆発を伴わない実験であれ、未臨界核実験であれ、いっさいの核
兵器実験・開発計画を即時中止するとともに、貴国をはじめとした核保有国に
は核兵器禁止条約の批准などのイニシアティブを発揮することを強く要請する
ものである。

近畿反核医師懇談会・反核医師の会
（核戦争に反対する医師の会）

―核兵器にお金を貸すな―

http://www.hhk.jp/dbob/
DBOB詳細はコチラ

尼崎アスベストの会第17回総会尼崎アスベストの会第17回総会

甚大な ベ ト被害
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尼
崎
支
部
が
加
盟
す
る
尼
崎
社

会
保
障
推
進
協
議
会
（
尼
崎
社
保

協
）
は
、
５
月
11
日
に
尼
崎
市
内

で
学
習
会
「
ど
う
な
る
?!
介
護
保

険　

介
護
報
酬
改
定
の
問
題
点
と

狙
い
と
は
」
を
開
催
し
、
78
人
が

参
加
し
た
。
大
阪
社
会
保
障
推
進

協
議
会
介
護
保
険
対
策
委
員
長
・

佛
教
大
学
社
会
福
祉
学
部
非
常
勤

講
師
の
日
下
部
雅
喜
先
生
が
講
師

を
務
め
た
。

　

最
初
に
尼
崎
社
保
協
会
長
の
綿

谷
茂
樹
先
生
（
協
会
理
事
）
が
、

「
今
回
の
介
護
報
酬
改
定
で
事
業

所
は
さ
ら
に
苦
し
い
経
営
に
さ
ら

さ
れ
る
。
一
番
困
る
の
は
利
用
者

の
方
で
あ
り
、
介
護
が
受
け
ら
れ

　

地
域
医
療
部
は
４
月
20
日
、

「POCUS

を
用
い
た
へ
き
地
診

療
と
在
宅
連
携
」
を
テ
ー
マ
に
国

吉
・
長
谷
毛
原
診
療
所
所
長
の
多

田
明
良
先
生
を
講
師
に
招
い
て
地

域
医
療
研
究
会
を
開
催
し
、
44
人

が
参
加
し
た
。
司
会
の
水
間
美
宏

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

講
師
の
多
田
明
良
先
生
は
２
０

１
０
年
に
自
治
医
科
大
学
を
卒
業

し
、
現
在
は
和
歌
山
県
の
山
間
地

の
診
療
所
で
所
長
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

P
oint-of-care

超
音
波

（POCUS

）
と
は
、
専
門
医
や

技
師
が
検
査
室
で
行
う
超
音
波
と

は
違
い
、
臨
床
家
が
患
者
の
傍
ら

で
焦
点
を
絞
り
短
時
間
に
行
う
超

音
波
の
こ
と
で
す
。
携
帯
型
エ
コ

ー
が
よ
り
小
さ
く
高
画
質
に
な

り
、
へ
き
地
医
療
や
在
宅
医
療
で

の
活
用
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
領
域
は
、
腹
部
大
動
脈
、

心
臓
、
深
部
静
脈
、
肝
胆
道
、
筋

骨
格
、
産
科
、
肺
、
皮
膚
軟
部
組

織
、
甲
状
腺
、
泌
尿
器
、
ガ
イ
ド

下
手
技
と
広
範
に
わ
た
り
ま
す
。

特
に
、
心
臓
、
肺
、
深
部
静
脈
血

栓
で
は
チ
ェ
ッ
ク
す
る
部
位
や
所

見
が
プ
ロ
ト
コ
ル
と
し
て
確
立
し

て
い
て
、
一
定
の
研
修
を
受
け
れ

ば
誰
で
も
所
見
の
有
無
を
チ
ェ
ッ

ク
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
へ
き

地
診
療
や
在
宅
医
療
や
一
般
診
療

所
でPOCUS

を
行
え
ば
、
患
者

を
直
ち
に
高
次
医
療
機
関
に
紹
介

し
た
方
が
い
い
の
か
、
紹
介
し
な

く
て
も
在
宅
や
診
療
所
で
大
過
な

く
診
療
で
き
る
の
か
判
断
で
き
ま

す
。

　

多
田
先
生
は
特
に
高
齢
者
に
多

い
運
動
器
の
症
状
に
対
し
て
も

POCUS

を
行
っ
て
、
診
断
や
穿

刺
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

な
け
れ
ば
健
康
状
態
が
悪
化
す

る
。
私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
、
一
緒
に
考
え
て
運
動
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

講
師
の
日
下
部
先
生
は
、
２
０

２
３
年
の
介
護
事
業
者
の
倒
産
は

過
去
２
番
目
と
な
る
な
ど
介
護
現

場
は
待
っ
た
な
し
の
危
機
的
な
状

況
に
あ
り
、
そ
の
根
本
原
因
は
低

す
ぎ
る
介
護
報
酬
に
あ
る
と
指
摘

し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
春

の
介
護
報
酬
改
定
は
＋
１
・
59
％

に
と
ど
ま
り
焼
け
石
に
水
に
も
な

ら
な
い
も
の
で
、
さ
ら
な
る
倒
産

が
起
き
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

と
り
わ
け
訪
問
介
護
は
、
赤
字
事

業
所
が
４
割
以
上
を
占
め
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
引
き
下
げ
ら

れ
、
現
場
か
ら
「
訪
問
介
護
の
担

い
手
の
誇
り
を
傷
つ
け
る
無
慈
悲

な
判
断
」
と
の
批
判
が
巻
き
起
こ

っ
て
お
り
、
緊
急
に
再
改
定
が
必

要
と
述
べ
た
。

　

介
護
報
酬
の
改
悪
に
と
ど
ま
ら

ず
政
府
は
、
利
用
者
負
担
２
割
の

対
象
の
拡
大
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
へ
の

自
己
負
担
導
入
・
軽
度
者
（
要
介

護
１
・
２
）
の
総
合
事
業
移
行
に

つ
い
て
、
２
０
２
７
年
度
ま
で
に

結
論
を
出
す
こ
と
に
し
て
い
る
と

解
説
。
こ
れ
ら
の
改
悪
を
許
さ
な

い
運
動
を
提
起
し
た
。

　

日
下
部
先
生
は
、
尼
崎
市
の
介

護
保
険
の
特
徴
に
つ
い
て
も
詳
し

く
解
説
。
介
護
保
険
料
（
基
準
月

額
）
が
２
０
２
４
年
度
か
ら
約
９

０
０
円
も
引
き
上
げ
ら
れ
７
４
９

３
円
に
な
る
こ
と
、
国
や
兵
庫
県

全
体
と
比
較
す
る
と
施
設
サ
ー
ビ

ス
が
少
な
い
一
方
訪
問
系
サ
ー
ビ

ス
が
多
い
こ
と
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
待
機
者
が
１
８
０
人
い
る

が
今
後
３
年
間
で
定
員
増
は
29
人

の
み
、
介
護
老
人
保
健
施
設
は
１

５
０
人
減
の
一
方
、
有
料
老
人
ホ

ー
ム
は
２
０
０
人
増
を
目
標
に
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
、
尼
崎

市
は
高
齢
者
の
安
心
で
き
る
居
場

所
づ
く
り
を
行
う
べ
き
と
し
た
。

　

最
後
に
日
下
部
先
生
は
、
こ
う

し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
は

介
護
ヘ
の
「
異
次
元
」
の
財
政
出

動
を
す
べ
き
だ
と
し
て
、
①
介
護

現
場
の
抜
本
的
な
賃
金
と
労
働
条

件
の
引
き
上
げ
、
②
現
在
25
％
に

留
ま
っ
て
い
る
国
庫
負
担
金
の
50

％
へ
の
引
き
上
げ
、
③
利
用
者
の

負
担
増
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
削
減
の

中
止
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
24
年

度
政
府
予
算
で
介
護
は
３
兆
７
１

８
８
億
円
で
前
年
度
１
％
増
に
す

ぎ
な
い
一
方
、
防
衛
費
は
７
・
９

兆
円
で
こ
の
２
年
間
だ
け
で
も
２

・
５
兆
円
増
と
告
発
、
全
国
各
地

で
社
会
保
障
に
お
金
を
回
さ
せ
る

運
動
を
強
め
よ
う
と
訴
え
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ヘ
ル
パ
ー

を
し
て
い
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
制

限
が
あ
り
十
分
な
ケ
ア
が
で
き
な

い
。
安
心
し
て
利
用
し
て
も
ら
え

る
制
度
に
し
て
ほ
し
い
」「
生
活

は
苦
し
く
な
る
一
方
な
の
に
介
護

保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
は

納
得
で
き
な
い
」「
介
護
保
険
の

充
実
は
市
民
の
願
い
。
政
治
を
変

え
な
い
と
い
け
な
い
」
な
ど
の
感

想
が
出
さ
れ
た
。

神戸市の独自軽減制度廃止に抗議し、軽減制度再構築と、
高すぎる国民健康保険料の引き下げを求めます

 2024年５月29日
 兵庫県社会保障推進協議会
 会長　武村　義人
 神戸市協議会

　国民健康保険は、憲法25条にもとづく、私たち国民の権利です。しかし、高
すぎる国民健康保険料を払えず、必要な医療を安心して受けられない事態が広
がっています。
　神戸市の国民健康保険料は、かつては14種類の所得控除が認められていまし
たが、2013年に所得から控除できる額を33万円（基礎控除）のみにする方法に
改定されました。この時、神戸市はそのままでは、保険料が大幅に上がるた
め、市独自に「配偶者控除や扶養控除、障害者・寡婦（夫）控除」などは、引
き続いて所得から差し引くことができるように、緩和措置を設けました。国民
健康保険の都道府県化の方針に従うとして対象が徐々に縮小されてきたもの
の、18歳以下の子どもや障害者のいる世帯、ひとり親世帯は独自の控除によ
り、保険料軽減がはかられてきました。
　しかし、2024年度第一回定例市会（５月議会）で神戸市はこの独自控除廃止
を決定しました。
　このままでは、高額な保険料を払いたくても払えず、滞納する世帯が激増
し、安心して医療を受けられない加入者がさらに広がる可能性があります。ま
た、県内の市町の独自減免制度継続に悪影響を与える可能性も懸念されます。
　都道府県化されたあとも、国民健康保険料（税）の決定権限は市町村にあ
り、神戸市がその気になれば独自控除制度の継続は可能です。実際に、名古屋
市は2023年度から加入者全員の均等割りを一律５％軽減し、さらに所得激減の
際の減免や、所得の少ない障害者・ひとり親の均等割軽減などを実現しまし
た。
　私たちは、神戸市の軽減制度廃止に強く抗議し、市独自の軽減制度再構築
と、必要な医療が安心して受けられ、誰もが払える保険料に引下げることを求
めます。

　神戸市会が５月27日、国民健康保険料の独自軽減制度の廃止を決定した。こ
れに対し、兵庫県社会保障推進協議会・同神戸市協議会は５月29日、下記の声
明を発表し、関係機関に送付した。

６月改定についての疑義解釈より
抜粋・整理

〈その６〉歯科歯科
新点数新点数ＱＱＡＡ＆＆

による接着カンチレバー装置」とあ
るが、クラウン・ブリッジ維持管理
料の注１に掲げる「歯冠補綴物又は
ブリッジ」のブリッジに該当すると
考えてよいか。また、その場合、製
作に係る費用についてはブリッジの
一連の流れで算定してよいのか。
Ａ２　ブリッジに該当します。ま
た、接着カンチレバー装置の製作に
係る費用として算定可能なものは以
下の通りです。
〇 歯冠形成等に係る項目
・歯冠形成「１　生活歯歯冠形成」
の「イ　金属冠」
※ブリッジ支台歯形成加算および接
着冠形成加算も算定可能。
・リテーナー「２　支台歯とポンテ
ィックの数の合計が５歯以下の場合」
〇印象採得に係る項目
・印象採得「２　欠損補綴」の「ニ
　ブリッジ（１）支台歯とポンティ
ックの数の合計が５歯以下の場合」
〇咬合採得に係る項目
・咬合採得「２　欠損補綴」の「イ
（１）支台歯とポンティックの数の
合計が５歯以下の場合」
〇装着に係る項目
・ブリッジの試適「２　支台歯とポ
ンティックの数の合計が５歯以下の
場合」
・接着冠「１　前歯」
・ポンティック「イ　前歯部の場合」
・装着「２　欠損補綴」の「イ　ブ
リッジ（１）支台歯とポンティック
の数の合計が５歯以下の場合」
※算定要件を満たす場合、装着の注
２に掲げる内面処理加算２も算定可
能。

介
護
保
険
の
充
実
は
市
民
の
願
い

国
は
異
次
元
の
財
政
出
動
を

尼
崎
社
会
保
障
推
進
協
議
会
が
介
護
保
険
学
習
会

地
域
医
療
研
究
会

日
下
部
先
生
は
介
護
保
険
の
窮
状
を
解

説
し
、
現
状
改
善
の
抜
本
策
を
提
案　

へ
き
地
や
在
宅
診
療
で
活
用
で
き
る

POCUS

を
詳
し
く
説
明
す
る
多
田
先
生

医
師
は
も
ち
ろ
ん

訪
問
看
護
師
に
と
っ
て
も
有
意
義

感 想 文

〈ポンティック〉
Ｑ１　ポンティックの留意事項通知
の（６）のイの（ト）において「隣
在歯等の状況からやむをえず、支台
歯１歯およびポンティック１歯によ
る接着カンチレバー装置を製作する
場合は、 切歯（上顎中切歯を除
く。）の１歯欠損症例において、支
台歯を生活歯に求める場合に限り認
められる」とあるが、接着カンチレ
バー装置とはどのようなものか。
Ａ１　ポンティックの留意事項通知
の（６）のイの（ト）にある接着カ
ンチレバー装置とは、次の要件を全
て満たす補綴装置をいいます。
①支台装置が接着冠であること。
②支台歯およびポンティックがそれ
ぞれ１歯ずつの２ユニット型の接着
ブリッジであること。
③上顎中切歯を除く切歯の１歯欠損
症例において、隣在歯等の状況から
やむをえず製作するものであるこ
と。なお、接着カンチレバー装置の
製作にあたっては、公益社団法人日
本補綴歯科学会の「接着カンチレバ
ー装置の基本的な考え
方」（QRコードから参照
可能）を参考にしてくだ
さい。

〈接着カンチレバー装置〉
Ｑ２　ポンティックの算定留意事項
通知（６）のイの（ト）において、
「支台歯１歯及びポンティック１歯

　

ま
た
在
宅
診
療
で
は
医
師
だ
け

で
は
手
が
足
り
な
い
た
め
、

POCUS
の
次
の
担
い
手
で
あ
る

訪
問
看
護
師
と
の
連
携
を
深
め
て

い
ま
す
。
今
回
の
講
演
は
、
兵
庫

県
保
険
医
協
会
の
医
師
は
も
ち
ろ

ん
訪
問
看
護
師
に
と
っ
て
も
有
意

義
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 

【
東
灘
区　

水
間　

美
宏
】

20242024年度診療報酬改定年度診療報酬改定

最新の疑義解釈や訂正通知などはこちらで
ご確認いただけます

http://www.hhk.jp/kaitei2024/http://www.hhk.jp/kaitei2024/



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２０７２号２０２４年(令和６年)６月１５日(毎月３回５・15・25日発行) （４）

　

ま
ず
、
厚
労
省
は
、「
マ
イ
ナ

保
険
証
」
の
登
録
率
（
２
０
２
４

年
３
月
末
日
時
点
）
が
59
・
０
％

で
あ
る
と
公
表
し
て
い
ま
す
。
実

数
で
み
れ
ば
、
約
７
２
０
７
万
人

の
国
民
が
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を

持
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
持
っ
て
い

な
い
国
民
は
約
５
０
１
２
万
人
も

い
ま
す
（
う
ち
約
３
３
０
４
万
人

は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
す
ら
持
っ
て
い

ま
せ
ん
）。

　

こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
、
お
そ
ら

く
デ
ジ
タ
ル
弱
者
と
い
わ
れ
る
障

害
者
や
後
期
高
齢
者
等
で
は
な
い

か
、
と
推
定
で
き
ま
す
。

　

あ
な
た
は
、
障
害
者
福
祉
や
高

齢
者
の
医
療
保
障
を
所
管
し
て
い

ま
す
。「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
シ
ス

テ
ム
が
、
そ
れ
ら
の
人
々
を
排
除

し
て
い
る
事
態
を
ど
の
よ
う
に
解

決
さ
れ
ま
す
か
。

　

な
お
、
暗
証
番
号
な
し
の
顔
認

証
付
き
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
交

付
数
は
１
万
件
以
下
と
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
行
の
健
康
保
険
証

の
方
が
良
い
と
判
断
さ
れ
て
不
人

気
で
す
。

　

次
に
、
厚
労
省
は
、「
マ
イ
ナ

保
険
証
」
の
利
用
率
（
２
０
２
４

年
３
月
末
日
時
点
）
が
、
５
・
47

％
で
あ
る
と
公
表
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を

所
有
し
て
い
る
国
民
の
う
ち
、
圧

倒
的
多
数
の
人
た
ち
は
現
行
の
健

康
保
険
証
を
使
用
し
て
い
る
わ
け

で
す
。

　

あ
な
た
は
「
多
額
の
国
費
」
を

使
っ
て
利
用
促
進
を
訴
え
ま
す

が
、
国
民
は
ク
ー
ル
で
動
き
ま
せ

ん
。

　

ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
の
利
便
性
が
高

く
、
質
の
高
い
医
療
が
受
け
ら
れ

る
と
い
う
実
感
が
生
ま
れ
な
い
ど

こ
ろ
か
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
の

「
ト
ラ
ブ
ル
」
を
心
配
し
、
携
行

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
紛
失
・
盗
難
、

盗
み
見
等
の
リ
ス
ク
も
感
じ
る
の

で
、
一
番
安
心
・
安
全
な
現
行
の

健
康
保
険
証
を
選
択
し
て
い
る
結

果
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
提
案
し
ま
す
。「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
の
登
録
率
44
・
１

％
、
利
用
率
４
・
50
％
（
２
０
２

４
年
３
月
末
日
時
点
）
の
外
務
省

職
員
に
、
率
直
に
「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
の
問
題
点
を
聴
か
れ
る
こ
と

を
勧
め
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
に

出
向
い
て
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

の
利
用
率
が
２
・
79
％
の
最
低
位

に
あ
る
背
景
や
理
由
等
を
県
民

（
患
者
）
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
聴

か
れ
る
こ
と
も
勧
め
ま
す
。

　

最
後
に
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
が
り
に
並
行
し

て
、「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
も

日
常
生
活
に
、
土
足
で
侵
入
し
て

い
る
。

　

私
の
同
級
生
が
、
公
務
中
に
新

型
コ
ロ
ナ
に
感
染
、
死
亡
し
た
時

も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
誹
謗
・
中
傷
さ
れ

て
、
ご
家
族
が
大
変
辛
い
思
い
を

さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用

し
た
性
犯
罪
も
後
を
絶
た
な
い

し
、
芸
能
人
の
中
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
傷
つ
い
て
自
死
さ
れ
た
方
も
い

る
。

　

昔
の
言
葉
で
言
う
と
、「
有
る

事
無
い
こ
と
並
べ
て
」
と
か
、

「
嘘
八
百
」「
真
っ
赤
な
嘘
」
と

い
う
と
こ
ろ
か
。

　

私
が
「
フ
ェ
イ
ク
」
と
い
う
表

現
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
、
動
物

の
毛
で
作
ら
れ
た
上
等
の
襟
巻
を

模
し
た
化
学
繊
維
の
製
品
を
、
そ

う
表
現
し
て
販
売
さ
れ
始
め
た
頃

か
と
思
う
。

　

「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
の
重

要
ポ
イ
ン
ト
は
、
オ
ー
ル
嘘
で
は

な
く
、
本
当
の
情
報
も
散
り
ば
め

て
い
る
の
で
、
い
つ
の
間
に
か
、

国
民
に
す
ん
な
り
入
っ
て
し
ま
う

と
こ
ろ
が
怖
い
。

　

Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
、
画
像
や
音

声
を
付
け
加
え
ら
れ
る
と
、
も
は

や
簡
単
に
見
分
け
が
つ
か
な
い
。

規
制
の
動
き
も
始
ま
っ
た
ば
か
り

だ
が
、
表
現
の
自
由
を
は
き
違
え

て
、
人
権
や
ひ
と
の
心
を
傷
つ
け

る
発
信
に
は
、
厳
し
く
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

最
近
、
大
阪
大
学
感
染
制
御
学

の
忽
那
賢
志
教
授
を
は
じ
め
同
様

の
被
害
を
受
け
た
方
々
が
、
勇
気

を
も
っ
て
訴
訟
に
立
ち
上
が
っ
た

の
は
賞
賛
す
べ
き
行
動
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
あ
る
超
富
裕
層
の
方

が
、
自
社
を
装
っ
た
フ
ェ
イ
ク
広

　

再
修
正
案
は
公
明
が
こ
だ
わ
っ

た
パ
ー
テ
ィ
ー
券
購
入
者
の
公
開

基
準
額
「
20
万
円
超
」
か
ら
「
５

万
円
超
」
へ
の
引
き
下
げ
を
明

記
。
維
新
が
求
め
た
10
年
後
の
政

策
活
動
費
の
領
収
書
公
開
案
も
採

用
し
、
孤
立
を
深
め
て
い
た
自
民

は
両
党
を
引
き
寄
せ
、「
包
囲

　

医
師
会
の
野
球
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
は
、
体
力
の
盛
り

も
過
ぎ
た
30
歳
後
で
あ
る
。
し
か

も
、
35
歳
頃
肩
を
痛
め
て
速
い
球

が
投
げ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

野
球
の
試
合
と
い
っ
て
も
、
40

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
投
手
を
始
め
た

が
、
試
合
前
に
練
習
を
し
た
こ
と

が
な
く
、
い
き
な
り
試
合
に
臨
む

の
で
あ
る
か
ら
無
謀
も
甚
だ
し

い
。
し
か
し
、
妙
な
知
恵
だ
け
は

役
に
立
ち
、
打
者
の
素
振
り
を
見

て
、
あ
そ
こ
に
投
げ
れ
ば
打
た
れ

な
い
な
と
思
っ
て
も
、
練
習
し
て

い
な
い
か
ら
思
う
所
に
球
が
行
か

網
」
の
一
角
を
切
り
崩
し
た
形
と

な
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
初
10
万
円
超
に
し
と
い
て
、

そ
れ
を
５
万
円
超
に
す
る
っ
て
、

ま
る
で
バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り
！

　

国
民
に
は
帳
簿
に
１
円
か
ら
記

載
さ
せ
て
、
政
治
家
は
５
万
円
超

か
ら
記
載
！　

そ
れ
も
３
年
後
か

な
い
。
仕
方
が
な
い
の
で
、
ス
ト

ラ
イ
ク
を
目
指
し
て
投
球
し
た
。

　

投
げ
て
み
る
と
左
斜
め
上
か
ら

投
げ
る
と
一
塁
側
に
曲
が
る
こ
と

が
判
っ
た
。
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
の
直

角
の
部
分
を
掠
め
る
と
良
い
と
考

え
た
が
、
腰
が
う
ま
く
ま
わ
ら
な

い
。
そ
こ
で
右
打
者
の
左
の
膝
を

め
が
け
て
投
げ
る
と
、
う
ま
い
具

合
に
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
の
直
角
の
角

を
掠
め
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
捕

手
は
伊
藤
先
生
で
セ
ン
ス
抜
群
、

医
者
に
な
ら
ず
野
球
に
専
念
し
た

ら
名
を
残
す
名
選
手
で
、
う
ま
く

助
け
て
い
た
だ
い
た
。

　

打
者
は
振
り
回
し
て
く
れ
る
の

で
、
打
球
が
サ
ー
ド
、
シ
ョ
ー
ト

ゴ
ロ
が
増
え
た
。
私
ど
も
の
三
遊

間
は
歴
代
、
宮
武
先
生
、
山
村
教

授
兄
弟
、
齋
藤
先
生
を
は
じ
め
名

選
手
が
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
お
ら

れ
た
の
で
安
心
で
あ
っ
た
。
た

だ
、
左
利
き
の
打
者
に
は
目
標
が

な
く
て
困
っ
た
。

　

打
者
の
場
合
も
思
い
出
が
あ

る
。
途
轍
も
な
く
速
い
球
を
投
げ

る
方
が
お
ら
れ
た
が
、
打
者
に
な

っ
た
時
、
ス
ト
ラ
イ
ク
が
入
ら

ず
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
四
球
で
一
塁

に
出
た
。
次
の
打
者
に
対
し
て
ワ

イ
ン
ド
ア
ッ
プ
を
始
め
た
の
で
、

こ
れ
幸
い
と
二
塁
に
向
か
っ
た

ら
、
投
球
を
止
め
て
一
塁
に
投

げ
、
ボ
ー
ク
と
な
り
、
次
も
ま
た

ワ
イ
ン
ド
ア
ッ
プ
を
始
め
途
中
で

牽
制
球
を
投
げ
、
連
続
３
回
ボ
ー

ク
で
、
結
局
、
次
の
打
者
に
一
球

も
投
げ
ず
に
ボ
ー
ク
の
連
続
で
一

点
が
入
っ
た
と
い
う
珍
記
録
を
体

験
し
た
。

　

ま
た
べ
ら
ぼ
う
に
カ
ー
ブ
の
鋭

い
投
手
が
お
ら
れ
た
。
た
だ
、
そ

の
先
生
の
握
り
方
で
次
カ
ー
ブ
と

読
め
て
も
、
こ
ち
ら
が
練
習
を
し

て
い
な
い
の
で
打
て
な
い
。
そ
こ

で
攻
守
交
替
の
時
、「
凄
い
カ
ー

ブ
を
投
げ
る
ね
、
ど
ん
な
握
り
方

を
し
て
い
る
の
」
と
尋
ね
た
ら
、

そ
の
後
、
カ
ー
ブ
で
ス
ト
ラ
イ
ク

に
な
ら
ず
助
か
っ
た
。

　

そ
の
他
、
柵
越
え
の
本
塁
打
が

一
本
あ
っ
た
。
満
塁
で
あ
っ
た
。

出
会
い
頭
で
よ
く
飛
ん
で
く
れ

た
。

　

今
は
も
う
昔
野
球
を
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
か
な
く
ら
い
の
感
覚

で
、
孫
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
も
で

き
な
い
状
態
で
あ
る
。

ら
と
か
、
イ
ン
ボ
イ
ス
も
他
の
増

税
も
10
年
間
も
待
っ
て
も
ら
っ
た

っ
け
？　

こ
ん
な
に
国
民
と
乖
離

し
た
、
抜
け
穴
開
け
た
骨
抜
き
法

案
で
、
国
民
を
煙
に
巻
く
つ
も
り

な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
も
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
み

で
、
企
業
団
体
か
ら
の
政
治
献
金

に
は
全
く
手
を
付
け
な
い
つ
も
り

な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　

政
党
交
付
金
を
国
民
か
ら
は
１

人
２
５
０
円
ず
つ
徴
収
し
て
合
計

３
１
５
億
円
、
自
民
党
は
そ
の
内

１
６
０
億
〜
１
７
０
億
円
。

　

そ
の
上
、
２
千
万
円
程
の
お
給

料
を
も
ら
っ
た
上
に
衆
参
両
議
員

一
人
当
た
り
ひ
と
月
、
文
書
交
通

費
が
１
０
０
万
円
！

　

１
０
０
万
×
12
カ
月
＝
１
２
０

０
万
円

　

な
お
か
つ
、
立
法
事
務
費
が
１

人
に
つ
き
月
65
万
円
そ
の
政
党
に

支
払
わ
れ
ま
す
。

65
万
×
12
カ
月
＝
７
８
０
万
円

　

衆
参
両
院
合
わ
せ
た
自
民
党
議

員
数
３
７
３
人
で
、
７
８
０
万
×

３
７
３
人
＝
29
億
９
４
０
万
円

　

こ
れ
ら
全
て
、
全
く
領
収
書
が

要
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
だ
け
領
収
書
な
し
に
国
民

の
税
金
を
も
ら
っ
て
い
な
が
ら
、

23
年
度
消
費
税
を
10
兆
円
還
付
し

て
い
る
経
団
連
か
ら
政
治
献
金
24

億
円
！　

24
年
度
予
算
で
は
消
費

税
還
付
金
が
11
兆
６
９
０
９
億
円

だ
そ
う
で
す
。

　

ト
リ
ガ
ー
条
項
は
一
切
発
動
せ

ず
、
補
助
金
を
出
し
た
石
油
連
盟

は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
企
業
団
体

か
ら
政
治
献
金
を
貰
っ
て
、
合
計

74
億
円
！　

今
ま
で
の
合
計
で
２

７
０
億
円
以
上
。

　

ち
な
み
に
ト
ヨ
タ
は
、
２
０
２

２
年
消
費
税
還
付
金
６
０
０
３
億

円
を
も
ら
っ
て
、
自
民
党
に
５
０

０
０
万
円
の
政
治
献
金
を
し
て
い

ま
す
。
例
え
れ
ば
、
５
０
０
０
円

で
宝
く
じ
を
買
っ
た
ら
毎
年
６
０

０
０
万
円
当
た
る
！　

こ
ん
な
宝

く
じ
な
ら
皆
買
う
。
だ
か
ら
企
業

は
自
民
党
に
献
金
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
国

民
が
納
め
た
血
税
を
使
っ
て
企
業

団
体
に
補
助
し
て
、
そ
の
企
業
団

体
か
ら
自
民
党
に
政
治
献
金
を
出

さ
せ
る
。

　

一
方
、
使
う
方
は
政
策
活
動
費

と
し
て
項
目
の
み
で
、
公
開
は
10

年
後
！　

領
収
書
の
保
存
義
務
は

３
年
。
使
い
残
し
は
課
税
対
象
だ

が
脱
税
の
時
効
は
５
年
。
選
挙
運

動
費
は
非
公
開
。
抜
け
穴
だ
ら

け
！　

岸
田
総
理
は
政
治
活
動
の

自
由
と
宣
う
！

　

河
井
克
行
・
案
里
夫
妻
に
１
億

５
千
万
円
渡
し
て
地
方
議
員
を
買

収
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
政
治

活
動
の
自
由
と
は
票
を
金
で
買
う

こ
と
。
民
主
主
義
へ
の
冒
涜
！

　

一
国
民
と
し
て
は
、
な
ん
か
バ

カ
に
さ
れ
て
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
皆
さ
ま
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

告
発
信
者
を
被
疑
者
不
明
で
、
た

っ
た
１
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
て

訴
え
た
事
例
は
、
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
に

近
い
発
想
で
あ
り
、
頷
け
な
い
。

　

情
報
発
信
に
係
る
仕
事
を
し
て

い
る
人
々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

国
民
す
べ
て
が
日
本
国
憲
法
21
条

で
保
障
さ
れ
た
「
表
現
の
自
由
」

を
、
も
う
一
度
、
振
り
返
っ
て
み

る
必
要
が
あ
る
。

（
２
０
２
４
・
５
・
19
）

を
取
得
す
れ
ば
、
高
額
療
養
費
制

度
が
自
動
的
に
適
用
さ
れ
る
と
い

う
広
報
は
正
確
で
は
な
い
で
す
。

な
に
し
ろ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
、
現
行
の

健
康
保
険
証
で
も
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
の
申
請
は
不
要
で
す
。

親
切
丁
寧
な
広
報
も
求
め
ま
す
。

の
動
き
も
始
ま

た
ば
か
り

は
両
党
を
引
き
寄
せ
「
包
囲

か
ら
記
載

そ
れ
も
３
年
後
か

員
数
３
７
３
人
で

７
８
０
万
×
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の
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「
マ
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保
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」を
持
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な
い
国
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、使
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い

国
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を
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か
？

尼
崎
市　
　

山
本　
　

繁

丹
波
市　
　

眞
田　

幸
昭

三
田
市
・
歯
科　
　

小
寺　
　

修

灘
区　
　

岡
本　

好
司

ホイホイ漫画60員員

稿稿

会

投
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

10月

に

厚
労
省
は
「
マ
イ
ナ

職
員
に

率
直
に
「
マ
イ
ナ
保
険

模
し
た
化
学
繊
維
の
製
品
を

そ
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理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

発　
　

言

発　
　

言
（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

安
心
・
安
全
な
地
域
医
療
を
目
指
し

い
っ
そ
う
努
力
し
た
い

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

　

診
療
報
酬
改
定
は
全
体
で
０
・

12
％
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ

た
。
現
場
の
実
態
を
反
映
し
な
い

診
療
所
の
利
益
率
を
取
り
上
げ
、

マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
後
押
し
で
、
間

違
っ
た
世
論
が
誘
導
さ
れ
、
診
療

所
や
病
院
間
に
分
断
が
持
ち
こ
ま

れ
た
。

　

一
方
で
、
防
衛
費
は
２
０
２
７

年
で
４
兆
円
の
財
源
を
確
保
す
る

と
し
、「
歳
出
改
革
」
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
は
社
会
保
障
、
中
で
も
医
療

費
だ
。

　

防
衛
費
増
額
、
医
療
費
抑
制
で

は
、
国
民
の
健
康
と
命
を
守
り
、

す
べ
て
の
国
民
に
、
安
全
・
安

心
、
必
要
か
つ
十
分
な
医
療
を
提

供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

12
月
２
日
、
健
康
保
険
証
の
新

規
発
行
が
取
り
や
め
ら
れ
る
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
推
進
の
た
め
に

多
額
の
税
金
を
つ
ぎ
込
ん
だ
が
、

未
だ
に
利
用
率
は
５
％
で
、
大
半

の
国
民
が
政
府
の
言
う
利
便
性
を

感
じ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
４
月
末
に
は
「
日
本
健
康
会

議
」
が
「
マ
イ
ナ
保
険
証
推
進
宣

言
」
を
行
っ
た
。

　

保
険
証
廃
止
は
、
政
策
の
失
敗

で
あ
り
中
止
す
る
の
が
、
普
通
の

判
断
だ
。
推
進
す
る
真
の
目
的
が

ほ
か
に
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な

か
か
り
つ
け
医
の
使
命

全
う
で
き
る
診
療
報
酬
を

尼崎支部
長谷川吉昭評議員
（綿谷茂樹理事代読）

自
民
党
政
権
を

変
え
る
こ
と
が
必
要

北阪神支部

谷口紀善評議員

新
た
な
共
済
を
発
足

介
護
保
険
「
Ｓサ

サ

エ

ル

ａ
ｓ
ａ*

Ｌ
」

共済部

鈴田明彦理事

原
子
力
政
策
問
う

学
習
会
な
ど
多
彩
に

西宮・芦屋支部

宮﨑睦雄評議員

企
業
営
利
の
た
め
の

医
療
Ｄ
Ｘ
の
危
険
学
ぶ

北播支部

曽野瑞弘評議員

姫
路
市
で
子
ど
も
の

医
療
費
無
料
化
が
実
現

姫路・西播支部

松浦伸郎評議員

医
科
歯
科
両
方
の

会
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

北摂・丹波支部

安部治郎評議員

好
評
の
バ
ス
ツ
ア
ー

定
例
化
し
た
い淡路支部

大橋　明評議員

改
定
研
究
会
が
好
評

不
合
理
是
正
求
め
る

研究部

清水映二理事

　

特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の
適
応

病
名
か
ら
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・

糖
尿
病
が
外
れ
る
と
い
う
改
悪
の

イ
ン
パ
ク
ト
は
わ
れ
わ
れ
保
険
医

の
経
済
的
損
失
だ
け
で
は
な
い
。

若
手
医
師
は
自
費
医
療
や
美
容
医

療
へ
の
魅
力
を
感
じ
、
地
域
医
療

の
な
り
手
は
減
少
の
一
途
だ
。

　

あ
る
日
を
境
に
同
じ
診
察
・
同

じ
処
方
の
診
療
報
酬
が
半
額
に
な

る
と
い
う
愚
策
は
長
年
地
域
医
療

を
行
っ
て
き
た
医
師
に
と
っ
て
は

身
と
心
を
蹂
躙
さ
れ
た
気
が
す

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
リ
フ
ィ

ル
処
方
箋
で
十
分
だ
と
い
う
発
想

は
医
師
の
裁
量
や
責
任
感
を
な
い

が
し
ろ
に
す
る
行
為
だ
。

　

高
血
圧
と
い
う
病
名
だ
け
の
患

者
さ
ん
で
あ
っ
て
も
、
体
調
を
聞

き
、
季
節
に
よ
る
血
圧
の
変
動
に

注
意
し
、
健
康
診
断
結
果
を
一
緒

に
見
て
、
介
護
が
必
要
な
ら
連
携

を
取
り
、
休
み
で
あ
っ
て
も
せ
め

い
。

　

４
月
よ
り
「
医
師
の
働
き
方
改

革
」
が
行
わ
れ
た
。
過
労
死
ラ
イ

ン
を
超
え
る
時
間
外
労
働
が
容
認

さ
れ
る
異
常
な
状
態
が
続
く
。

　

救
急
医
療
を
中
心
と
し
た
医
療

提
供
体
制
の
縮
小
な
ど
、
地
域
医

療
に
及
ぼ
す
影
響
は
少
な
く
な

い
。「
宿
日
直
」
に
名
を
借
り
た

夜
間
休
日
の
サ
ー
ビ
ス
残
業
、
さ

ら
に
は
医
師
給
与
の
減
少
、
診
療

経
験
と
技
術
の
低
下
が
進
み
か
ね

な
い
。

　

現
在
、
日
本
の
人
口
当
た
り
の

医
師
数
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
に
対

し
約
10
万
人
少
な
い
水
準
だ
。
過

去
も
現
在
も
医
師
不
足
で
、
そ
し

て
将
来
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
平
均
に
す

ら
追
い
つ
か
な
い
。

　

医
師
と
医
療
機
関
が
と
も
に
健

全
で
、
安
全
・
安
心
・
最
適
な
医

療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、「
人

員
増
強
」
と
そ
れ
を
支
え
る
「
診

療
報
酬
の
増
加
」
が
必
要
な
の
は

明
ら
か
で
、
私
た
ち
の
基
本
的
要

求
だ
。

　

よ
り
良
い
協
会
、
よ
り
良
い
地

域
医
療
を
目
指
し
て
い
っ
そ
う
努

力
し
た
い
。

て
電
話
だ
け
で
も
対
応
さ
れ
る
先

生
は
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
れ
が
か

か
り
つ
け
医
と
し
て
の
使
命
と
自

負
だ
。

　

支
部
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
30
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
来

年
１
月
18
日
に
「
30
年
の
つ
ど

い
」
を
開
催
す
る
。
神
戸
大
学
名

誉
教
授
の
石
橋
克
彦
先
生
に
基
調

講
演
を
い
た
だ
き
、
震
災
か
ら
の

30
年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
震

災
と
原
発
の
関
係
に
つ
い
て
考
え

る
予
定
だ
。

　

１
月
14
日
に
、
歯
科
部
会
と
の

共
催
で
「
歯
科
〝
診
断
力
〞
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。

「
病
診
連
携
で
診
る
高
齢
有
病
者

の
歯
科
治
療　

既
往
疾
患
の
評
価

か
ら
口
腔
粘
膜
疾
患
ま
で
」
を
テ

ー
マ
に
、
と
き
わ
病
院
歯
科
口
腔

外
科
部
長
の
内
橋
康
行
先
生
に
講

演
い
た
だ
き
、
24
人
が
参
加
し
地

域
連
携
・
病
診
連
携
の
イ
メ
ー
ジ

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
と
大
変
好

評
を
い
た
だ
い
た
。

　

２
月
21
日
に
は
、
政
策
学
習
会

と
し
て
「
ど
う
な
る
?!
医
療
Ｄ

Ｘ
」
を
開
催
し
、
西
山
理
事
長

に
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
っ
て

何
が
狙
わ
れ
て
い
る
か
を
ご
講
演

い
た
だ
い
た
。

　

改
定
で
も
Ｄ
Ｘ
対
応
を
要
件
と

す
る
施
設
基
準
が
新
設
さ
れ
、
上

か
ら
の
Ｄ
Ｘ
押
し
つ
け
が
色
濃
く

表
れ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
が
、
決

し
て
医
療
の
向
上
の
た
め
の
も
の

で
は
な
く
、
企
業
の
営
利
や
社
会

保
障
抑
制
の
目
的
で
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認
識

し
、
患
者
さ
ん
の
大
切
な
個
人
情

　

支
部
で
は
毎
月
幹
事
会
を
開
催

し
、
情
勢
議
論
や
今
後
の
企
画
の

相
談
な
ど
行
っ
て
い
る
。

　

11
月
に
は
「
電
子
帳
簿
保
存

法
」
学
習
会
を
開
催
し
た
。
協
会

税
務
講
師
団
の
山
田
英
信
税
理
士

　

昨
年
８
月
と
10
月
に
「
歯
科

『
判
断
力
』
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」
を
丹
波
と
三
田
で
開
催
。

２
月
に
電
子
帳
簿
保
存
法
の
学
習

会
、
３
・
４
月
に
医
科
、
歯
科
そ

れ
ぞ
れ
の
診
療
報
酬
改
定
研
究
会

を
開
催
し
た
。

　

今
後
、
職
員
接
遇
研
修
会
、
支

部
総
会
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
テ
ィ

ッ
ク
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
市
民

公
開
企
画
を
開
催
予
定
だ
。
ま

た
、
改
定
に
伴
う
「
保
険
請
求
の

留
意
点
」
や
「
最
近
の
審
査
・
指

導
の
現
状
」
に
つ
い
て
話
し
合
う

座
談
会
な
ど
、
医
科
・
歯
科
両
方

　

支
部
で
は
11
月
、
４
年
ぶ
り
に

秋
の
バ
ス
ツ
ア
ー
「
マ
イ
カ
ッ
プ

づ
く
り
体
験
と
酒
蔵
＆
伊
丹
空
港

離
発
着
見
学
」
を
開
催
し
23
人
が

参
加
し
た
。
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い

た
こ
と
も
あ
り
、
家
族
職
員
も
楽

し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
企
画

と
し
て
定
例
化
し
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
毎
月
リ
モ
ー

ト
幹
事
会
を
開
催
し
、
セ
ッ
ト
で

日
常
診
療
の
経
験
を
交
流
し
合
う

「
日
常
診
療
勉
強
会
」
が
定
着
し

て
い
る
。

　

「
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ

を
求
め
る
医
師
・
歯
科
医
師
要
請

署
名
」
に
県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ

ー
の
鈴
木
院
長
は
じ
め
14
人
の
同

病
院
勤
務
医
が
協
力
い
た
だ
い

た
。
今
後
も
同
病
院
と
連
携
し
、

病
診
連
携
企
画
や
医
療
改
善
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

共
済
部
は
４
月
か
ら
春
の
共
済

募
集
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

兵
庫
協
会
は
、
会
員
、
ス
タ
ッ
フ

の
福
利
厚
生
に
役
立
つ
共
済
制
度

を
数
多
く
展
開
し
、
み
な
さ
ん
か

ら
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
来
年
１
月
発
足
を
め
ざ

し
て
新
し
い
共
済
制
度
、「
協
会

の
介
護
保
険
『
Ｓ
ａ
ｓ
ａ*

Ｌ
』

（
サ
サ
エ
ル
）」
の
立
ち
上
げ
を

準
備
し
て
い
る
。
公
的
介
護
保
険

で
「
要
介
護
２
以
上
」
に
認
定
さ

れ
た
場
合
に
、
最
高
２
０
０
０
万

円
が
支
払
わ
れ
る
介
護
保
険
商
品

だ
。
協
会
会
員
に
加
え
、
配
偶
者

と
会
員
の
実
父
母
、
配
偶
者
の
実

父
母
ま
で
加
入
い
た
だ
け
る
。
団

体
保
険
契
約
に
よ
り
、
お
手
頃
な

掛
金
で
大
型
保
障
を
実
現
し
て
い

　

今
年
の
診
療
報
酬
改
定
は
、
開

業
医
に
と
っ
て
決
し
て
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
な
い
。
一
番
は
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
だ
。
定
期
的
に
書

類
を
作
成
し
提
出
が
必
要
で
あ
る

上
、
２
年
後
も
継
続
す
る
か
分
か

ら
な
い
点
は
重
大
だ
。
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
波
に
の
っ
て
進
め
ら

れ
な
い
診
療
所
は
廃
業
し
ろ
と
言

わ
ん
ば
か
り
の
改
定
だ
。

　

自
民
党
は
裏
金
問
題
に
つ
い

て
、
国
民
に
正
し
く
説
明
責
任
を

果
た
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
自
民
党
に
今
の
日

本
政
治
を
任
せ
て
い
て
は
、
一
向

に
わ
れ
わ
れ
の
生
活
は
楽
に
な
ら

ず
、
多
く
の
税
が
庶
民
を
苦
し
め

続
け
て
い
る
。

　

政
府
は
、
２
０
２
５
年
度
か
ら

２
５
０
０
億
円
か
け
て
ト
マ
ホ
ー

ク
ミ
サ
イ
ル
を
大
量
に
購
入
す
る

と
言
う
。
平
和
外
交
が
で
き
な
い

の
か
。
戦
争
は
不
幸
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

一
度
自
民
党
を
変
え
て
、
他
の

政
党
が
政
権
を
担
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
加
入
い
た
だ
き

た
い
。

　

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
研
究
会

で
は
、
非
常
に
多
く
の
参
加
を
得

た
。
多
く
の
講
師
の
先
生
方
に
お

礼
を
述
べ
た
い
。
会
員
の
方
々
よ

り
寄
せ
ら
れ
た
不
合
理
是
正
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
改
善
を
求

め
て
い
き
た
い
。

　

今
年
も
日
常
診
療
経
験
交
流
会

を
10
月
27
日
に
開
催
す
る
。
メ
イ

ン
テ
ー
マ
は
「
か
が
や
く
未
来
は

く
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
、
協

会
の
会
議
室
を
使
用
し
て
開
催
す

る
。
ぜ
ひ
分
科
会
発
表
、
ご
参
加

を
お
願
い
し
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
診
療
内
容
向
上
研

究
会
や
薬
科
部
研
究
会
な
ど
多
く

の
研
究
会
を
開
催
す
る
。
多
く
の

参
加
を
お
願
い
し
た
い
。
講
師
の

要
望
が
あ
れ
ば
連
絡
し
て
ほ
し

い
。
何
と
か
実
現
し
た
い
。

　

そ
の
プ
レ
企
画
と
し
て
、
３
月

16
日
に
環
境
・
公
害
対
策
部
と
共

催
で
、
小
出
裕
章
さ
ん
を
講
師
に

市
民
学
習
会
を
開
催
し
た
。
政
府

が
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染
水
」
の

海
洋
投
棄
を
強
行
す
る
の
は
、
そ

う
し
な
け
れ
ば
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

を
前
提
に
し
た
日
本
の
原
子
力
政

策
が
根
底
か
ら
破
綻
す
る
か
ら

で
、
こ
れ
を
転
換
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
講
演
だ
っ
た
。

　

健
康
保
険
証
廃
止
撤
回
の
運
動

で
は
、
芦
屋
市
議
会
に
対
し
、
国

へ
撤
回
の
意
見
書
を
あ
げ
る
よ
う

請
願
を
行
っ
た
。
全
会
派
へ
採
択

を
呼
び
か
け
、
私
も
知
り
合
い
の

保
守
系
議
員
に
働
き
か
け
た
。
結

果
は
不
採
択
と
な
っ
た
が
、
今
後

も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
の

危
険
を
啓
発
す
る
運
動
、「
英
語

で
診
療M

edical English

」「
健

康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う

会
」
に
も
支
部
の
先
生
の
お
力
を

借
り
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
。

の
会
員
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
、
広

域
の
支
部
会
員
が
多
数
参
加
い
た

だ
け
る
活
動
を
計
画
し
て
い
く
。

　

健
康
保
険
証
廃
止
の
問
題
で

は
、
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
請

願
・
陳
情
書
を
三
田
、
丹
波
篠

山
、
丹
波
の
各
市
議
会
に
提
出
。

三
田
と
丹
波
篠
山
で
は
口
頭
陳
述

を
行
い
「
保
険
証
廃
止
に
よ
る
窓

口
の
混
乱
と
市
民
に
不
利
益
を
生

じ
さ
せ
る
恐
れ
」
を
訴
え
た
が
不

採
択
と
な
っ
た
。
今
後
も
活
動
を

継
続
す
る
。

報
を
守
る
た
め
に
も
、
引
き
続
き

学
習
を
深
め
て
い
き
た
い
。

 

（
６
面
へ
つ
づ
く
）

　

協
会
が
５
月
19
日
に
開
催
し

た
第
１
０
３
回
評
議
員
会
で
の

理
事
長
あ
い
さ
つ
・
発
言
・
執

行
部
答
弁
の
要
旨
、
決
議
全
文

を
掲
載
す
る
。
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（
５
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

か
ら
、
慌
て
て
ソ
フ
ト
を
購
入
し

た
り
す
る
必
要
は
な
く
、
紙
で
受

け
取
る
領
収
書
や
請
求
書
は
こ
れ

ま
で
通
り
紙
の
ま
ま
保
存
し
、
メ

ー
ル
な
ど
デ
ー
タ
で
受
け
取
っ
た

書
類
は
デ
ー
タ
で
整
理
・
保
存
す

れ
ば
よ
い
こ
と
な
ど
解
説
い
た
だ

い
た
。

　

３
月
に
は
他
科
を
知
る
会
「
小

児
救
急
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
開

催
し
、
姫
路
市
・
清
水
小
児
科
の

清
水
滋
太
先
生
に
お
話
し
い
た
だ

い
た
。
小
児
の
重
症
例
を
見
落
と

さ
な
い
よ
う
に
、
年
齢
別
の
体

温
、
心
拍
数
、
呼
吸
数
か
ら
重
症

度
を
判
断
す
る
ツ
ー
ル
を
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
。
６
月
に
は
接
遇
研

修
会
を
行
う
予
定
だ
。

　

７
月
か
ら
姫
路
市
は
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
の
医
療
費
を
所
得
制
限

な
し
で
無
償
化
す
る
と
決
定
し

た
。
支
部
や
西
播
社
保
協
が
求
め

て
き
た
こ
と
が
実
現
し
た
形
だ
。

さ
ら
に
拡
充
を
求
め
て
い
き
た

い
。保

険
証
廃
止
に

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
対
抗
を

但馬支部

喜井恭子理事

マ
イ
ナ
保
険
証
争
点
に

選
挙
で
闘
お
う

歯科部会・北阪神支部

島津俊二評議員

阪
神
・
淡
路
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
予
防
対
策
の
強
化
を

環境・公害対策部

上田進久評議員

医
療
費
削
減
政
策
を
転
換
し

歯
科
医
療
の
充
実
を
！歯科部会

川村一喜評議員

入
管
問
題

医
療
者
と
し
て
関
わ
る

国際部

辛　龍文理事

地
域
を
考
え
ら
れ
る

臨
床
研
修
制
度
に政策部

大澤芳清理事

憲
法
９
条
に

ノ
ー
ベ
ル
賞
を歯科部会

小寺　修評議員

医
療
・
社
会
保
障
に

ど
ん
ど
ん
お
金
を
使
え

政策部

幸田雄策理事

病
院
訪
問
で

勤
務
医
の
知
名
度
ア
ッ
プ

組織部

宮武博明副理事長

国
会
議
員
を
出
し
て

要
求
を
実
現
し
よ
う

姫路・西播支部

正木茂博理事

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
ｓ

身
近
な
問
題
と
学
ぶ

女性医師・歯科医師の会

大野良子評議員

医
師
の
裁
量
に
踏
み
込
む

３
疾
患
外
し
受
け
入
れ
が
た
い

神戸支部

高野修一理事

　

但
馬
支
部
は
12
月
、
第
37
回
総

会
を
開
催
し
、
記
念
講
演
『
保
険

証
廃
止
と
マ
イ
ナ
保
険
証
義
務
化

の
問
題
点
』
で
は
西
山
理
事
長
に

ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

医
科
・
診
療
報
酬
改
定
研
究
会

で
は
、
新
幹
事
の
千
葉
義
幸
先
生

と
鈴
村
和
大
先
生
が
講
師
を
務
め

ら
れ
、
84
人
と
但
馬
で
は
過
去
最

大
の
参
加
が
あ
っ
た
。
歯
科
も
若

手
幹
事
の
山
田
真
義
先
生
な
ど
が

講
師
を
務
め
、
私
も
情
勢
報
告
で

協
力
し
た
。

　

今
後
の
行
事
予
定
と
し
て
「
他

科
を
知
る
会
・
皮
膚
科
専
門
医
に

聞
く
〝
開
業
医
で
こ
こ
ま
で
診
て

ほ
し
い
〞」
を
再
開
す
る
。

　

保
険
証
廃
止
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
利
用
強
要
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
権
の
侵
害
で
あ
る
ば
か
り

か
、
事
業
の
利
権
化
、
資
産
や
様

々
な
情
報
収
集
に
よ
る
徴
税
・
社

会
保
障
負
担
増
な
ど
問
題
ば
か
り

だ
。
訴
訟
や
市
民
へ
の
署
名
な
ど

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
対
抗
す
る
決
意

を
述
べ
て
、
発
言
を
終
わ
り
た

い
。

　

十
数
年
前
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
、
情
報
の
一
元
化
が
計
画
さ
れ

た
と
聞
き
、
猛
烈
に
反
対
し
、
声

を
上
げ
続
け
て
き
た
が
、
想
像
以

上
に
制
度
は
不
備
の
ま
ま
コ
ロ
ナ

の
中
で
火
事
場
泥
棒
の
よ
う
に
、

加
速
し
て
き
た
。

　

川
西
市
に
マ
イ
ナ
保
険
証
を
廃

止
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
現
在
の

保
険
証
を
資
格
確
認
書
と
同
等
に

あ
つ
か
う
と
い
う
請
願
を
出
し

た
。
自
民
党
系
与
党
「
ま
ほ
ろ
ば

会
」
が
マ
イ
ナ
保
険
証
の
問
題
点

の
数
々
、
特
に
震
災
の
際
の
弱
点

を
理
解
し
て
く
れ
た
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
際
、
共
に
青
年
会
議

所
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

し
た
私
の
言
葉
を
信
じ
、
賛
成
し

て
く
れ
、
請
願
が
採
択
さ
れ
た
。

　

選
挙
で
ワ
ン
イ
シ
ュ
ー
（
単
一

論
点
）
と
し
て
迫
り
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
欠
点
を
国
民
に
呼
び
か
け

る
な
ど
闘
わ
な
い
と
、
私
た
ち
の

犠
牲
者
は
続
出
す
る
。

　

10
月
の
支
部
総
会
・
記
念
講
演

「
人
工
冬
眠
と
医
療
分
野
で
の
可

能
性
」（
講
師
：
神
戸
理
化
学
研

究
所
の
砂
川
玄
志
郎
先
生
）、
改

定
研
究
会
な
ど
、
支
部
で
は
多
様

な
企
画
を
開
催
し
て
い
る
。

　

今
次
改
定
は
物
価
高
騰
や
感
染

対
策
な
ど
コ
ス
ト
増
に
も
関
わ
ら

ず
全
体
で
マ
イ
ナ
ス
改
定
で
あ
る

上
、
特
に
問
題
と
感
じ
る
の
が
、

特
定
疾
患
療
養
管
理
料
か
ら
の
高

血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
の
３

疾
患
外
し
だ
。
生
活
習
慣
病
管
理

料
Ⅱ
と
い
う
受
け
皿
が
新
設
さ
れ

た
が
実
質
マ
イ
ナ
ス
で
、
さ
ら
に

療
養
計
画
書
の
作
成
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。
患
者
同
意
が
必
須
だ

が
、
高
齢
の
患
者
さ
ん
な
ど
は
同

意
は
困
難
で
、
実
務
上
負
担
が
大

き
い
。
医
師
の
裁
量
に
ま
で
踏
み

込
む
内
容
で
受
け
入
れ
が
た
い
。

　

ま
た
、
本
来
任
意
で
あ
る
は
ず

の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
強
制
取
得
、

健
康
保
険
証
廃
止
を
政
府
は
強
引

に
進
め
て
い
る
。
自
由
選
択
性
で

な
く
、
あ
く
ま
で
廃
止
に
こ
だ
わ

　

昨
年
夏
か
ら
「
災
害
と
ア
ス
ベ

ス
ト
―
阪
神
淡
路
30
年
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
立
ち
上
が
っ
た
。
協
会

と
し
て
も
参
加
し
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
に
つ

　

物
価
が
こ
れ
ほ
ど
高
騰
し
て
い

る
中
、
改
定
で
基
本
診
療
料
が
ほ

と
ん
ど
引
き
上
が
ら
な
か
っ
た
の

は
非
常
に
残
念
だ
。

　

ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
維
持
管

理
料
に
つ
い
て
、
成
功
報
酬
の
性

質
が
あ
り
廃
止
し
て
も
ら
い
た
か

っ
た
が
、
金
属
の
単
冠
の
み
部
分

的
に
成
功
報
酬
が
外
れ
る
中
途
半

端
な
改
定
と
な
っ
た
。

　

か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
強
化

型
歯
科
診
療
所
（
か
強
診
）
は
口

腔
管
理
体
制
強
化
加
算
（
口
管

強
）
に
名
称
変
更
さ
れ
る
な
ど
複

雑
化
し
た
。
そ
も
そ
も
施
設
基
準

が
必
要
な
の
か
を
見
直
し
、
低
く

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

は
、
４
カ
月
ご
と
に
世
話
人
会
を

開
催
し
、
意
見
交
換
を
行
い
、

「
女
医
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
や
研
究

会
を
企
画
し
て
い
る
。

　

２
月
29
日
に
は
「
医
療
者
が
知

っ
て
お
く
べ
き
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
ｓ
の

知
識
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
会
を
開

催
し
た
。「
一
般
社
団
法
人
に
じ

い
ろ
ド
ク
タ
ー
ズ
」
代
表
理
事
の

坂
井
雄
貴
先
生
が
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
で
あ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
ｓ
の

割
合
は
日
本
で
は
10
％
前
後
で
非

常
に
身
近
な
問
題
で
あ
る
こ
と
、

性
感
染
症
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な

ど
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
多
様
な

健
康
問
題
を
抱
え
や
す
く
、
医
療

者
が
適
切
な
知
識
を
持
ち
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
ｓ
の
利
用
者
を
ケ
ア
す
る

と
い
う
サ
イ
ン
を
出
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
お
知
ら
せ
い
た
だ
い

た
。

　

次
回
は
７
月
に
「
下
肢
静
脈
瘤

に
つ
い
て
」
の
研
究
会
を
予
定
し

て
い
る
。

る
政
府
の
姿
勢
に
大
い
に
疑
問
を

感
じ
る
。

い
て
医
療
関
係
者
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
。
震
災
直
後
の
混
乱
し
た
状

況
の
な
か
で
医
療
関
係
者
は
医
療

活
動
に
奔
走
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
飛

散
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
意
識
で
き

て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
分
か

っ
た
。

　

神
戸
新
聞
が
、
石
綿
健
康
被
害

救
済
制
度
で
中
皮
種
や
肺
が
ん
と

認
定
さ
れ
た
な
か
で
、
震
災
に
関

わ
っ
て
い
た
人
が
２
年
間
で
24

人
、
そ
の
な
か
で
「
阪
神
・
淡

路
」
と
明
記
し
た
人
が
17
人
い
た

と
報
道
し
た
。
被
害
者
の
予
防
対

策
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
震
災
ア
ス

ベ
ス
ト
曝
露
に
つ
い
て
も
っ
と
知

り
た
い
と
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
ま
ず
医
療
関
係
者
を
対
象
に

し
た
阪
神
・
淡
路
ア
ス
ベ
ス
ト
問

題
に
つ
い
て
説
明
、
話
し
合
う
機

会
を
設
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

抑
え
ら
れ
て
い
る
歯
内
療
法
や
補

綴
関
連
の
点
数
を
引
き
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
。
歯
科
訪
問
診
療
料

も
細
分
化
し
、
同
一
日
に
同
一
建

物
４
人
以
上
が
ご
っ
そ
り
と
減
点

さ
れ
た
印
象
で
、
当
院
で
も
年
間

数
十
万
円
の
減
収
が
予
想
さ
れ
て

お
り
、
引
き
下
げ
を
撤
回
し
て
ほ

し
い
。

　

医
療
費
を
目
の
敵
に
し
て
削
減

し
続
け
る
方
向
は
切
り
替
え
て
、

歯
科
医
療
の
充
実
、
質
の
向
上
、

患
者
負
担
減
を
国
は
も
っ
と
考
え

る
べ
き
だ
。
協
会
に
は
今
後
も
現

場
の
声
を
国
に
届
け
て
ほ
し
い
。

　

決
議
に
「
憲
法
９
条
を
堅
持
す

る
こ
と
」
と
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
ウ

　

今
回
の
改
定
の
問
題
点
に
つ
い

て
、
医
師
会
で
は
あ
ま
り
議
論
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
保
険
医

協
会
で
は
よ
く
議
論
に
な
っ
て
い

る
。
ど
ち
ら
も
会
員
は
ほ
と
ん
ど

同
じ
は
ず
な
の
に
な
ぜ
か
。

　

も
う
一
点
、
医
師
会
は
自
見
は

な
こ
議
員
や
、
武
見
敬
三
議
員
を

応
援
し
て
、
折
衝
し
て
診
療
報
酬

の
引
き
上
げ
を
求
め
て
い
る
。
し

か
し
、
彼
ら
は
自
民
党
の
一
部
だ

か
ら
、
ま
っ
た
く
意
味
が
な
い
。

　

保
団
連
が
グ
ル
ー
プ
を
作
っ

て
、
議
員
を
出
し
た
ら
い
い
。
そ

う
す
れ
ば
わ
れ
わ
れ
の
要
求
が
実

現
す
る
可
能
性
は
絶
対
あ
る
。

　

も
う
切
羽
詰
ま
っ
て
い
る
。
わ

れ
わ
れ
が
変
え
て
い
く
の
だ
と
い

う
決
意
が
必
要
だ
。

　

対
外
純
資
産
が
４
１
８
兆
円
を

超
え
て
世
界
一
の
日
本
だ
。
こ
れ

が
あ
る
限
り
、
自
由
貿
易
の
国
の

　

い
つ
も
組
織
拡
大
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

　

勤
務
医
の
先
生
方
の
な
か
で
協

会
の
知
名
度
を
上
げ
る
た
め
に
、

加
古
川
中
央
市
民
病
院
や
県
立
尼

崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
公
立
豊

岡
病
院
な
ど
を
訪
問
し
て
い
る
。

協
会
予
算
の
収
入
の
７
割
が
会
費

で
あ
り
、
共
済
の
手
数
料
収
入
も

あ
わ
せ
る
と
９
割
を
占
め
る
。
会

員
数
を
保
つ
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の

組
織
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
か
が

わ
か
る
と
思
う
。

　

役
員
の
高
齢
化
も
あ
り
、
い
か

に
つ
な
い
で
い
く
か
が
、
組
織
部

の
仕
事
で
、
皆
様
の
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。
お
知
り
合
い
が
お
ら

れ
た
ら
、
紹
介
状
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

　

国
際
部
は
４
月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
入
管
＝
『
外
国
人
収
容
所
』

の
医
療
問
題
」
を
開
催
。
松
本
亜

土
弁
護
士
か
ら
、
英
語
教
師
を
目

指
し
来
日
し
た
ス
リ
ラ
ン
カ
人
の

ウ
ィ
シ
ュ
マ
さ
ん
事
件
に
つ
い

て
、
適
切
な
医
療
が
受
け
ら
れ
ず

亡
く
な
っ
た
経
緯
、
刑
事
事
件
と

し
て
は
不
起
訴
と
な
り
現
在
民
事

で
入
管
の
責
任
を
追
及
し
て
い
る

こ
と
を
、
団
体
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
（
ト
ラ

イ
）」
の
松
坂
真
帆
さ
ん
か
ら
、

入
管
施
設
で
の
不
十
分
な
食
事

量
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
な
い
生
活

な
ど
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
実

態
を
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

北
海
道
パ
レ
ス
チ
ナ
医
療
奉
仕

団
団
長
の
猫
塚
義
夫
先
生
に
、
奉

仕
団
と
し
て
の
活
動
の
き
っ
か
け

や
内
容
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
現
状
な

ど
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
、
協
会
の
ラ
ジ
オ
関
西
の
番
組

に
出
演
い
た
だ
い
た
。

　

８
月
に
は
「
民
主
化
の
歴
史
と

医
療
の
現
在
を
た
ど
る
」
を
テ
ー

マ
に
韓
国
視
察
ツ
ア
ー
を
開
催
す

る
。
多
く
の
先
生
に
ご
参
加
い
た

だ
き
た
い
。

日
本
で
は
安
い
も
の
が
ど
ん
ど
ん

と
輸
入
さ
れ
、
イ
ン
フ
レ
が
高
進

す
る
こ
と
は
な
い
。
高
進
す
る
の

は
円
安
が
起
こ
る
か
ら
だ
。

　

こ
の
４
１
８
兆
円
の
対
外
純
資

産
は
日
本
円
に
変
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
換
算
す
る

と
、
最
低
で
も
５
０
０
０
兆
円
の

価
値
が
あ
る
。
こ
の
５
０
０
０
兆

円
の
価
値
が
あ
れ
ば
、
例
え
ば
、

１
５
０
０
兆
円
ぐ
ら
い
の
国
債
を

発
行
し
国
民
に
１
０
０
０
万
円
ず

つ
配
っ
て
も
イ
ン
フ
レ
は
高
進
し

な
い
。
医
療
・
社
会
保
障
充
実
に

お
金
を
ど
ん
ど
ん
と
使
っ
て
も
イ

ン
フ
レ
は
高
進
し
な
い
の
だ
。

　

こ
の
こ
と
を
よ
く
わ
か
っ
た
う

え
で
、
あ
る
い
は
こ
の
こ
と
を
根

拠
に
し
て
、
医
療
・
社
会
保
障
に

も
っ
と
お
金
を
使
え
と
政
府
に
進

言
し
て
い
こ
う
。

　

昨
年
12
月
、
厚
生
労
働
省
は
臨

床
研
修
病
院
の
定
員
を
各
県
に
通

達
し
、
兵
庫
県
の
枠
は
４
１
４
か

ら
４
０
４
ま
で
削
減
さ
れ
た
。
そ

れ
を
受
け
て
、
県
は
中
小
病
院
の

枠
を
削
減
し
た
。

　

初
期
研
修
と
い
う
の
は
、
医
師

を
育
て
る
に
あ
た
っ
て
、
あ
る
い

は
今
後
の
医
師
生
活
に
と
っ
て
、

非
常
に
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
大

病
院
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
地
域
医
療
の
問
題
を
理
解
す
る

た
め
に
は
、
中
小
病
院
で
の
臨
床

研
修
が
求
め
ら
れ
る
。

　

対
し
て
県
は
大
病
院
に
集
中
と

い
う
方
向
で
研
修
枠
を
設
定
し

た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
医
師

は
充
足
し
て
い
る
が
偏
在
が
問
題

で
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
臨
床
研

修
の
先
生
を
地
方
に
配
置
す
る
た

め
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
医
師
を

数
と
し
て
し
か
見
て
い
な
い
。

　

臨
床
研
修
で
、
地
域
を
考
え
ら

れ
る
医
師
を
育
て
る
こ
と
は
、
兵

庫
県
の
医
師
の
医
療
の
質
を
上
げ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
し
、
日
本
の

医
療
の
質
を
向
上
さ
せ
る
も
の

だ
。
県
に
対
し
て
、
改
善
を
求
め

て
い
き
た
い
。

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
ガ
ザ
紛
争
な

ど
、
世
界
で
は
国
際
紛
争
解
決
の

手
段
と
し
て
武
力
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
。
日
本
が
80
年
も
の

長
き
に
わ
た
り
戦
争
に
加
わ
っ
て

い
な
い
の
は
９
条
あ
っ
て
の
こ
と

で
、
す
ば
ら
し
い
憲
法
と
思
う
。

　

憲
法
９
条
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
い
た
だ
け
れ
ば
、
世
界
各
国
に

日
本
に
は
９
条
が
あ
る
と
知
ら
し

め
る
こ
と
が
で
き
、
自
民
党
政
権

を
縛
り
、
９
条
改
編
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
を
求
め
る
取
り

組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

 

（
７
面
へ
つ
づ
く
）

【
文
書
発
言
】
政
策
部　

木
原
章

雄
理
事

「
大
軍
拡
を
許
さ
ず
、
医
療
・
社

会
保
障
の
充
実
を
求
め
よ
う
」



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２４年(令和６年)６月１５日(毎月３回５・15・25日発行)（７） 第２０７２号

第103回　兵庫県保険医協会評議員会　決議第103回　兵庫県保険医協会評議員会　決議
　医療機関の経営はますます厳しくなっている。新型コロナによる感染対策経
費は現在でも必要である上、物価高騰により必要経費はさらに増えている。ま
た、多くの職種の賃金引き上げにより、医療分野でも人件費増は避けられな
い。さらに、「オンライン資格確認の義務化」をはじめ、「医療DXに伴うラン
ニングコスト」も医療機関経営に重くのしかかっている。にもかかわらず、今
次診療報酬改定は全体では0.12％のマイナス改定となった。今次診療報酬改定
は、その数字以上に、リフィル処方箋や特定疾患療養管理料からの糖尿病、高
血圧、脂質異常症の除外で、診療所の頻回受診を抑制するとともに、病院では
急性期一般入院料等の算定要件の厳格化と地域包括医療病棟の新設で、高齢者
を急性期病棟から締め出し、歯科では基本的技術料と歯科技工料の引き上げに
背を向けるなど、極めて厳しいものになっている。
　岸田自公政権はこうした医療費抑制政策の一方で、防衛費を抜本的に増加さ
せている。岸田自公政権は、2022年12月に安全保障政策に関する３文書を閣議
決定し、敵基地攻撃能力の保有を決定した。2027年度時点で現在の防衛費に加
えて４兆円の財源を確保するとして、「歳出改革」を行う方針である。この歳
出改革のターゲットは政府予算のうち最も大きな割合を占める社会保障費であ
るのは明確である。
　この莫大な防衛費は、アメリカ言いなりの武器の大量購入や南西諸島、九州
を中心とする国土の軍事基地化に充てられる。さらに、政府は、防衛費増に加
え、防衛産業支援法やセキュリティークリアランス法の制定、殺傷能力を備え
た武器輸出の解禁、防衛医大病院への「外傷・熱傷・事態対処医療センター」
の設置、抗菌薬の特定重要物資指定、防衛省による全液製剤の製造、備蓄、食
料供給困難事態対策法の制定、自衛隊の指揮権の米軍への一部委譲など、まさ
に戦争しない国から、「できる国」、さらには「する国」へと国の姿を大きく変
えようとしている。
　これら社会保障費抑制と軍事費増の背景には、社会保険料の使用者負担や法
人税をさらに引き下げて利益の最大化を目指すとともに、防衛関連利権に預か
ろうとする財界・大企業と、自国の軍事費負担を軽減し、軍産複合体への利益
誘導を狙うアメリカ言いなりの岸田自公政権の政治姿勢がある。
　この間、大きな問題となっている自民党派閥の政治資金パーティー裏金事件
は、その象徴である。1994年の「政治改革」で企業・団体献金の禁止を理由に
政党交付金を導入しながら、政党と政党支部への献金、企業・団体によるパー
ティー券購入を認めるという抜け穴をつくり、企業・団体と自民党の癒着を温
存し、政治がゆがめられ続けてきた。今こそ、企業・団体献金の全面禁止に踏
み出すべきである。
　政府は、国民生活を破壊する軍事大国化を今すぐやめ、34年ぶりの株価高騰
や円安で莫大な利益を確保する大企業の応分の負担で、消費税減税等の抜本的
な国民負担軽減を行うとともに、医療・社会保障を充実させて経済の好循環を
生み出すべきである。
　我々はいのちと健康を守る医師・歯科医師として、日本のさらなる軍事大国
化を許さず、社会保障の充実で持続可能な経済社会をつくるため、全力で奮闘
する決意である。

我々の要求
一 ．医療・社会保障費抑制政策を転換し、診療報酬・介護報酬を引き上げ、不
合理是正を行うこと。

一 ．未知の新興感染症に備えるためにも、公衆衛生体制や医療提供体制を抜本
的に強化すること。
一 ．医師不足を解消するため医師数をOECD平均まで引き上げること。
一 ．後発薬のある先発薬の保険外しなど、患者・介護利用者負担増計画をやめ
ること。少子化対策としても子どもの医療費は国の責任で中学３年生まで窓
口負担を無料にし、高校３年生世代まで無料を目指すこと。
一 ．保険でより良い歯科医療実現のため、保険適用範囲を拡大し、低すぎる歯
科技術料と歯科技工料を正当に評価するとともに、金パラ等の歯科医療材料
を国の責任で安定供給し、差損が生じないようにすること。
一 ．消費税を減税するとともにインボイス制度を中止し、医療にはゼロ税率を
導入して医療機関の控除対象外消費税負担を解消すること。
一 ．高すぎる国保保険料や介護保険料を引き下げ、不当な差押さえを行わない
こと。
一 ．一部医薬品の高薬価を是正するとともに、国の責任で日常診療に不可欠な
医薬品の安定供給を行うこと。
一 ．医療現場に混乱をもたらし、患者にも医療機関にもメリットのないマイナ
ンバーカードによるオンライン資格確認の導入義務化と保険証の原則廃止を
中止すること。
一 ．生活保護基準額の引き上げや捕捉率の向上など生活保護の制度を改善する
こと。
一 ．東日本大震災や能登半島地震をはじめこの間の災害被災者に対し公的補償
を強めること。
一 ．再稼働した原発を直ちに停止するとともに、さらなる再稼働・新増設・輸
出を行わず、原発ゼロ政策の推進、再生可能エネルギーの拡大を進めるこ
と。
一 ．東電福島第１原発事故で発生しているALPS処理汚染水の海洋投棄を中止
すること。
一 ．震災復旧作業等で飛散したアスベストの曝露を受けた人に対する健診や補
償を充実させるとともに、老朽化した建築物の解体時等におけるアスベスト
の適切な管理を行うこと。
一 ．政府や大阪府市は大阪万博に名を借りた、ギャンブル依存症を助長するカ
ジノを含むIR（統合型リゾート）の整備計画を止めること。
一 ．沖縄・普天間基地を無条件撤去し、辺野古沖への新基地建設計画を中止す
るよう米国に求めること。
一 ．日本の主権を制限している日米地位協定を抜本的に見直すこと。
一 ．日本政府は唯一の戦争被爆国として核兵器禁止条約を批准するとともに、
核保有国など条約を拒否する国に批准を求めること。
一 ．国は、日本国憲法、とりわけ「戦争放棄」、「戦力の不保持」、「交戦権の否
認」を定めた第９条を堅持すること。
一 ．国は民主国家として、三権分立を蔑ろにせず、「法の支配」を中核とする
立憲主義に基づき、司法権の独立を保障するとともに、行政府は閣議決定の
濫用に代表される国会軽視をやめること。
一 ．ロシアやイスラエル等あらゆる武力紛争の当事者は、国際的に確立された
「武力不行使原則」に従い、即時停戦を行い、話し合いによる紛争の解決に
当たること。また、国際社会は一方の当事者を軍事的に支援せず、平和的解
決に向けて外交努力を行うこと。
一 ．日本政府は、平和憲法に基づき、あらゆる武力紛争が平和的に解決される
よう外交努力を行うこと。 以上
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長
谷
川
評
議
員
に
お
答
え
す

る
。「
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
」

に
関
し
て
、
継
続
し
て
療
養
管
理

し
て
い
る
疾
患
す
べ
て
に
対
象
を

広
げ
る
べ
き
だ
。
こ
の
３
疾
患
外

し
も
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」
や

「
リ
フ
ィ
ル
処
方
」
も
根
底
に
あ

る
の
は
「
医
療
費
抑
制
」
だ
。

　

谷
口
評
議
員
か
ら
は
、「
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」
に
対
す
る
発

言
が
あ
っ
た
。
医
療
従
事
者
の
賃

上
げ
対
応
を
診
療
報
酬
に
ひ
も
づ

け
す
る
こ
の
手
法
は
、
政
府
が
医

療
機
関
の
経
営
に
介
入
す
る
こ
と

で
あ
り
問
題
だ
。
自
民
党
の
裏
金

問
題
に
関
し
て
、
野
党
が
小
異
を

捨
て
て
大
同
に
つ
き
、
も
う
一
度

政
権
交
代
を
目
指
す
べ
き
と
思

う
。

　

宮
﨑
評
議
員
に
お
答
え
す
る
。

西
宮
・
芦
屋
支
部
で
は
、
震
災
に

つ
い
て
、
広
川
先
生
を
中
心
に
、

長
く
精
力
的
に
活
動
い
た
だ
い
て

い
る
。
現
地
で
の
ニ
ー
ズ
を
基
本

に
、
住
民
本
意
の
「
幸
せ
の
回

復
」
を
要
求
し
て
い
こ
う
。

　

安
部
評
議
員
に
お
答
え
す
る
。

医
科
・
歯
科
一
体
の
支
部
活
動
、

広
域
に
わ
た
る
医
療
機
関
か
ら
多

く
の
参
加
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
と

の
こ
と
で
、
ウ
ェ
ブ
併
用
が
主
流

と
な
る
一
方
で
、
現
地
参
加
と
そ

の
後
の
懇
親
会
は
お
互
い
の
距
離

を
一
気
に
縮
め
る
。
ど
ち
ら
も
重

要
だ
。

　

曽
野
評
議
員
の
発
言
に
お
答
え

す
る
。
私
の
講
演
「
ど
う
な
る
医

療
Ｄ
Ｘ
」
に
は
多
く
の
方
に
参
加

い
た
だ
い
た
。
私
た
ち
の
医
療
Ｄ

Ｘ
に
関
す
る
考
え
方
を
、
保
団
連

政
策
部
と
と
も
に
考
え
た
い
。

「
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
」

の
確
立
が
重
要
か
と
思
う
。

　

松
浦
評
議
員
に
お
答
え
す
る
。

「
他
科
を
知
る
会
」
は
、
日
常
診

療
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
会
員

同
士
の
つ
な
が
り
に
も
大
い
に
役

立
つ
。
ま
た
、
姫
路
市
で
は
７
月

か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療

費
が
所
得
制
限
な
し
で
無
償
化
さ

れ
た
と
の
こ
と
、
大
変
喜
ば
し

く
、
そ
の
努
力
に
感
謝
す
る
。

　

喜
井
理
事
に
お
答
え
す
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
促
進

は
、
そ
の
真
の
目
的
に
、
関
連
業

界
の
利
権
構
造
が
あ
る
。
最
初

は
、
徴
税
強
化
、
社
会
保
障
負
担

増
か
ら
始
ま
る
が
、
情
報
を
広
く

集
め
活
用
す
る
の
が
目
的
だ
。
参

加
で
き
な
い
、
し
な
い
人
に
、
不

利
益
を
も
た
ら
し
た
り
、
排
除
し

た
り
し
な
い
の
が
「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
」

だ
。

　

大
橋
評
議
員
に
お
答
え
す
る
。

４
年
ぶ
り
の
秋
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に

多
数
が
参
加
し
た
こ
と
、
大
変
う

れ
し
く
思
う
。「
日
常
診
療
勉
強

会
」、
県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
、
院
長
を
は
じ
め
と
す

る
署
名
集
め
な
ど
は
、
特
筆
す
べ

き
淡
路
支
部
の
活
動
だ
。

　

高
野
理
事
に
お
答
え
す
る
。
診

療
報
酬
改
定
研
究
会
や
事
務
講
習

会
等
、
参
加
者
が
多
い
の
は
励
み

に
な
る
が
、
同
時
に
ご
苦
労
も
多

い
と
思
う
。
最
大
の
会
員
数
を
有

し
、
協
会
を
引
っ
張
る
支
部
と
も

言
え
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
。

　

島
津
評
議
員
が
ご
発
言
さ
れ
た

「
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
請
願

・
陳
情
」
に
は
、
各
支
部
が
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
。
特
に
、
川
西
市

議
会
で
「
健
康
保
険
証
存
続
を
求

め
る
意
見
書
」
が
県
内
で
初
め
て

採
択
さ
れ
た
の
は
画
期
的
だ
。
先

生
の
普
段
か
ら
の
活
動
の
賜
物
と

思
う
。「
選
挙
で
た
た
か
う
」
ま

さ
に
そ
の
と
お
り
だ
。

　

上
田
評
議
員
に
お
答
え
す
る
。

「
環
境
・
公
害
対
策
」
は
、
医
療

団
体
と
し
て
優
先
順
位
の
高
い
活

動
で
、
精
力
的
に
活
動
し
た
歴
史

も
あ
り
、
さ
ら
に
力
を
入
れ
た

い
。
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
対
し
て

は
、
会
員
全
体
に
対
す
る
勉
強

会
、
講
演
会
を
企
画
し
た
い
。

　

川
村
評
議
員
が
ご
発
言
の
よ
う

に
、
医
療
費
削
減
は
見
直
し
て
、

パ
イ
の
拡
大
に
よ
り
歯
科
医
療
の

充
実
、
質
の
向
上
、
患
者
負
担
減

を
考
え
る
べ
き
だ
。
協
会
は
今
後

と
も
現
場
の
声
を
国
に
届
け
、
不

合
理
是
正
な
ど
厚
労
省
要
請
も
精

力
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

大
野
評
議
員
に
お
答
え
す
る
。

「
女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会
」

の
息
の
長
い
活
動
に
敬
意
を
表
す

る
。「
利
用
者
に
も
支
援
者
に
も

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
は
必
ず
い
る
」

と
の
ご
指
摘
は
、
私
た
ち
の
日
常

診
療
の
中
で
意
識
す
べ
き
で
、
医

療
機
関
は
そ
の
ケ
ア
の
入
り
口
の

役
目
を
果
た
す
べ
き
と
気
づ
か
さ

れ
た
。

　

辛
理
事
か
ら
国
際
部
の
と
り
く

み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
入

管
に
お
け
る
人
権
侵
害
は
看
過
で

き
な
い
た
め
、
医
療
団
体
と
し
て

共
に
活
動
し
て
い
き
た
い
。

　

木
原
理
事
か
ら
「
大
軍
拡
を
許

さ
ず
、
医
療
・
社
会
保
障
の
充
実

を
求
め
よ
う
」
と
の
文
書
発
言
が

あ
っ
た
。
兵
庫
協
会
編
集
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
「
医
療
費
抑
制
政
策
の

転
換
を
」
で
、
詳
し
く
解
説
し
て

（
6
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

現
場
の
声
を
国
に
届
け
た
い

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

い
る
。
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

　

幸
田
理
事
か
ら
、
主
に
財
源
と

し
て
の
国
債
発
行
に
関
す
る
ご
発

言
が
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
Ｍ
Ｍ
Ｔ

理
論
の
実
践
か
と
思
わ
れ
る
が
、

講
演
会
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

「
医
療
・
社
会
保
障
に
も
っ
と
お

金
を
使
え
」
と
の
姿
勢
は
、
揺
ら

ぐ
こ
と
な
く
一
貫
し
て
い
る
の
で

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

清
水
理
事
か
ら
ご
報
告
が
あ
っ

た
改
定
研
究
会
に
は
各
支
部
の
先

生
方
に
講
師
と
し
て
ご
協
力
い
た

だ
き
お
礼
申
し
上
げ
る
。
新
し
い

先
生
方
の
参
加
も
あ
り
、
特
に
歯

科
は
若
手
の
先
生
方
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
私
も
協
会
へ
の
か
か
わ

り
は
改
定
研
究
会
の
講
師
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。

　

鈴
田
理
事
か
ら
共
済
制
度
の
報

告
が
あ
っ
た
。
来
年
１
月
発
足
を

め
ざ
す
新
し
い
共
済
制
度
は
大
変

お
得
な
使
い
や
す
い
制
度
な
の

で
、
私
か
ら
も
、
ぜ
ひ
ご
加
入
の

ほ
ど
を
お
願
い
し
た
い
。

　

宮
武
副
理
事
長
よ
り
組
織
拡
大

の
報
告
が
あ
っ
た
。
皆
様
に
は
、

ご
協
力
い
た
だ
き
感
謝
す
る
。
会

員
数
は
協
会
活
動
を
支
え
る
力
の

源
泉
で
あ
り
、
こ
の
減
少
に
明
る

い
未
来
は
な
い
。
ぜ
ひ
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

大
澤
先
生
か
ら
発
言
が
あ
っ
た

臨
床
研
修
制
度
に
つ
い
て
。
都
道

府
県
主
導
で
募
集
定
員
枠
が
決
ま

り
、
偏
在
問
題
に
焦
点
を
当
て
て

い
る
の
が
実
情
だ
。
総
合
的
に
患

者
を
診
る
こ
と
が
で
き
る
医
師
を

養
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　

小
寺
先
生
が
発
言
さ
れ
た
よ
う

に
、
憲
法
９
条
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
受
賞
者
に
劣
ら
な
い
と
思
う
。

　

正
木
先
生
が
発
言
さ
れ
た
組
織

内
候
補
に
つ
い
て
、
最
終
的
な
目

指
す
点
は
そ
の
通
り
か
も
し
れ
な

い
と
思
う
。
過
去
に
も
浦
井
洋
先

生
は
そ
う
だ
っ
た
。
国
会
議
員
を

出
せ
る
よ
う
な
力
の
あ
る
団
体
に

な
れ
れ
ば
と
思
う
。
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図１　ADの病理経過

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会　市民学習会
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災害時の口腔ケアが命を守る
阪神・淡路大震災から能登半島地震の29年を振り返る

はじめに
　わが国の認知症患者数は2040年に
約584万人になると予想される。認
知症の原因疾患はアルツハイマー病
（AD）が最も多く５～７割を占め
る。高齢者の約４人に１人は認知症
もしくは軽度認知障害（MCI）であ
り、７人に１人は認知症の計算にな
る。さらに、その患者数は今後も急
速に増加することが予想される。
　認知症の原因疾患として、ADは
５～７割を占めるとされ、早期AD
の診断法および疾患修飾薬（根本的
治療薬）の開発は喫緊の課題であっ
た。このような状況のなか、2023年
９月ADの疾患修飾薬として、抗ア
ミロイドβ抗体医薬がわが国で承認
され、12月末より保険収載された。
MCIと早期ADが対象で、ADの進行
抑制が期待される。この疾患修飾薬
の使用にはADの診断バイオマーカ
ー、つまり治療標的分子（アミロイ
ドβ）の存在を確認することが必須
である。
　一般的に、ADの診断は、臨床症
状、経過、認知機能検査、脳MRIや
脳血流シンチグラフィ検査等で行わ
れている。疾患修飾薬の登場を踏ま
えて、アミロイドPET、脳脊髄液や
血液の体液バイオマーカーの開発が
進んでおり、臨床や研究に使用され
ている。ADの早期診断バイオマー
カーや新しい疾患修飾薬の登場につ
いての話題を取り上げ解説する。

ADの病態および
早期診断バイオマーカー
　ADによる認知症を発症する場
合、脳内病変は約20～25年前から始
まっているとされる。最初に出現す
るのは脳脊髄液アミロイドβ42低
下、すぐ後にアミロイドPET陽性で
ある。続いて脳脊髄液タウの上昇を
認め、その後に、海馬萎縮や側頭葉
および頭頂葉の代謝・血流の低下、
そして記憶障害や認知機能障害が出

現する（図１）１）。
　2018年NIA/AAによる臨床試験の
診断基準２）で、アミロイドβ蓄積
（Ａ）、リン酸化タウ蓄積（Ｔ）と
神経変性・損傷（Ｎ）の３段階に分
けて診断することを提唱している。
このように、認知症や軽度認知障害
は臨床症状によって定義されるが、
その原因となるADは臨床症状では
なく病理診断かバイオマーカーで定
義される。
　ADの診断バイオマーカーは、特
徴的な病理的変化である老人斑と神
経原線維変化を構成するアミロイド
β蛋白とタウ蛋白が最も重要であ
る。体液バイオマーカーでは、髄液
アミロイドβ42低下およびリン酸化
タウ上昇がADの診断マーカーとし
て推奨される。これらのバイオマー
カーでは髄液リン酸化タウ測定のみ
保険適用であった。
　このたび、疾患修飾薬が可能とな
り、抗アミロイド療法の適応確認の
目的で、髄液アミロイドβ測定が保
険収載された。また、髄液に比較
し、血液マーカーは侵襲が低く汎用
性があり、開発が進んでいる。少量
の血液からアミロイドβを測定でき
る機器も研究が進んできており、今
後は、汎用性の高い血液検査によ
り、より効率的な方法がなされてい
くことが期待される。
　髄液アミロイドβ測定と同時に、
同じ目的でアミロイドPET検査も保
険適用となった。厚生労働省の定め
る最適使用推進ガイドラインに沿っ
て、レカネマブ治療の適応か否かの
判断目的でアミロイドβ病理を確認
する場合に算定される。

ADの新しい治療
　これまでのAD認知症に対する保
険適用薬は、コリンエステラーゼ阻
害薬４剤とNMDA受容体拮抗薬１剤
であった。しかし、これらは効果が
限定的で、根本的薬物治療が待ち望
まれていた。2023年９月、レカネマ

兵庫医科大学病院　脳神経内科教授 武田　正中先生講演

アルツハイマー病の早期診断と対応
―疾患修飾薬の登場を見据えて―

日　時　７月７日（日）14時～16時（開場13時30分）
会　場　協会５階会議室
講　師　ときわ病院歯科口腔外科部長・兵庫県保険医協会副理事長　足立　了平先生
参加費　無料（どなたでもご参加いただけます）
定　員　80人（先着順・事前申込制）

主　催　「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会
共　催　兵庫県保険医協会・兵庫県民主医療機関連合会

　能登半島地震の発生から４カ月あまり。長きにわたる避難所生活は、被災者の健康への影響
が心配されます。
　過去の災害で関連死の死因上位にあがる肺炎は、口の中の不衛生が一因で起こっています。
被災者は貴重な水を節約しようと歯の手入れを後回しにしがちです。共同の手洗い場を使うこ
とへの遠慮と不便さもその背景にあります。しかし災害時こそ、口腔ケアが必要なのです。
　私は29年前の阪神・淡路大震災で効果的な口腔ケアが提供できなかった反省を元に、以来、
新潟県中越地震や東日本大震災、熊本地震などの被災地で、肺炎を防ぐ口腔ケアの重要性を伝
えてきました。今回の能登の被災地への訪問の経験も踏まえ、みなさんとともに考えるひとと
きになれば…と思います。 （足立　記）

1978年大阪歯科大卒後、同大学歯科麻酔学講座に
入局／1981年神戸市に入職、神戸市立中央市民病
院歯科口腔外科／1989年神戸市立西市民病院歯科
口腔外科／2002年同病院歯科口腔外科部長／2008
年神戸常盤大学短期大学部特命教授／2010年とき
わ病院歯科口腔外科部長／2019年同大学定年退職
／2017年兵庫県保険医協会副理事長

ブが、「ADによるMCIおよび軽度認
知症の進行抑制」の効能・効果で厚
生労働省により承認され、12月に薬
価が決まりレカネマブを投与するこ
とが可能になった。
　ガイドライン３）ではMCIから初期
AD患者が適応で、MMSE22点以上、
CDR（Clinical Dementia Rating）0.5
から１であることが要件である。レ
カネマブは、主にアミロイドβ凝集
体のプロトフィブリルに結合し、脳
内アミロイドβを減少させる４）。
1795人の臨床第３相試験では、２週
間に１度、18カ月間のレカネマブの
投与により、プラセボに比し、アミ
ロイドβが減少し、認知機能の全般
臨床症状悪化が27％抑制された５）。
　しかしながら、安全性やリスクの
問題も指摘されている。副作用とし
ては、 アミロイド関連画像異常
ARIA（ARIA-Eは浮腫・滲出液貯留、
ARIA-Hは脳出血・ ヘモジデリン沈
着）がある。ARIAは治療の初期に
見られることが多いため、MRI検査
を治療開始前と治療中に定期的に行
う必要がある。ARIAを認めれば、
状態を見ながら治療を継続するかど
うかを判断する。また、APOE遺伝
子ε４型ホモ接合体の場合にARIA
発症率が高くなる。治療前MRI所見
で、微小出血など脳血管に病変があ
る場合も、発症率が高くなる。
　このような場合には、副作用のリ
スクを考え、レカネマブを使用する
か否かを含め慎重に判断する必要が

ある。また、レカネマブを投与して
も、認知機能が改善する、もしくは
低下が止まるわけではない、ことを
留意する必要がある。

終わりに
　最後に、レカネマブ治療の適応外
患者の早期絶望につながらないよう
な対応が必要である。認知症でない
方、認知症がADによるものでない
方、認知症の重症度が高い方、２週
間に１回の通院が無理な方等に対し
て、ピアサポート、カフェ、心理サ
ポートなどが必要になってくると思
われる。
　また、新たな抗アミロイド治療薬
の登場も予定されており、今後さら
に有効で、副作用の少ない治療薬の
登場が期待される。
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